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まちの話題

特集 SPECIAL FEATURE

焼酎と生きるまち都城
地元へのＵターンを応援します！

12月４日～10日は人権週間

年末年始のごみなどの収集

 INFORMATION（市からのお知らせ）

１月は償却資産の申告月です／

建物の新増築や取り壊しの届け出・固定資産

税の減額制度

国際交流員のひとりごと／

安全・安心情報／読者のお便り

企業の力／今月の読者プレゼント

美術館情報／都城島津伝承館だより／

歴史探訪

Let’sみやこんじょい／今月のみやこんじょ弁／

おすすめ図書

都城フィロソフィ／私の夢／現住人口／

届けたい都城の風景／編集後記

水道管凍結に要注意／広告

スノーピーク都城キャンプフィールドがリニュー
アルから18カ月で来園者50万人を突破。記念

セレモニーでは、50万人目となった松下さん家族に
花束などが贈られ、会場は笑顔に包まれました。

肉と焼酎の祭典で食欲の秋を満喫！

来園者数50万人達成を笑顔でお祝い

10月11日・12日

10月25日

本号の特集テーマである焼酎とグラスを抱えて
訪れたのは、勢いよく流れる関之尾の女

めだき
滝。おいし

い焼酎造りに欠かせない水の清らかさと力強さが伝
わる一瞬を写真に収めようと、滝の飛沫を全身に浴
びながら撮影に臨みました。うっすら雲のかかった
空に晴れ間がのぞき滝に光が差し込むと、そこに現
れたのは七色に輝く虹。ひとときの神々しい景色に
は、都城の地が育む豊かな水の恵みが確かに感じら
れました。

都城の焼酎造りを支える縁の下の力持ち

道の駅都城N
ニ ク ル
iQLLで「極上和牛と焼酎マルシェ」

を開催。宮崎牛や松阪牛、神戸ビーフなどの
香ばしい匂いが漂う中、おいしい料理と市内４蔵の
焼酎とのマリアージュを楽しむ人で賑

にぎ
わいました。

今月の表紙 ＣＯＶＥＲ

笑顔咲く！個性豊かなかかしフェス
10月11日～18日

山田町一堂ヶ丘公園で開催されたかかしフェス
ティバル。公園にずらりと並んだ創意工夫を

凝らした手作りのかかしたちが秋の風景を彩り、訪
れた人たちを笑顔と驚きで包みました。
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まちの話題 in M i y a k o n o j o

ウエルネス交流プラザで新市誕生20周年記念事
業「タイムカプセル開封セレモニー」を開催。

出席者らはたくさんのメッセージの中から自分のメッ
セージを探し出し、当時を懐かしんでいました。

ＪＲ都城駅に、駅の待ち時間の勉強や休憩に利
用できる交流スペース「M

ミ ヤ
iya C

コ ネ ク ト
onnect」が

オープン。デザインした都城高専生らは「みんなが
集まれる温かい場所になってほしい」と語りました。

20年の時を経て、タイムカプセル開封！
10月26日

都城駅に新しい地域交流の拠点完成
10月26日

千葉ロッテマリーンズが、都城運動公園で本市
で初となる秋季キャンプを実施。歓迎セレモニー

で池田市長は「充実したキャンプになるよう、市を
挙げてサポートします」と選手らを歓迎しました。

千葉ロッテマリーンズ秋季キャンプスタート
10月29日～11月17日

快晴の中、山之口弥五郎どん祭りが開催。
浜
は ま く だ
殿下りでは、弥五郎どんの御神体を引く富

吉小学校の児童らが「弥五郎どんを触ってください」
と沿道の人たちに大きな声で呼びかけていました。

威風堂々弥五郎どんが練り歩く
11月３日

大盛況！肉のまちの祭典
10月19日

観音池公園自由広場で、焼肉カーニバルが開催。
夕方に雨に見舞われたにもかかわらず、多く

の来場者が訪れました。フィナーレでは、新市誕生
20周年記念事業のドローンショーや、大曲の花火
事業者と市内花火事業者による豪華絢

けんらん
爛な花火が空

を彩り、観客からは大きな歓声が上がりました。
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都
城
市
民
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ

て
、「
焼
酎
」
は
日
常
に
溶
け
込
む

身
近
な
存
在
。
家
族
で
囲
む
夕
食
や
、

同
僚
や
友
人
と
の
食
事
、
は
た
ま
た

一
日
の
終
わ
り
に
ほ
っ
と
一
息
つ
く

”だ
れ
や
め
“
の
時
間
な
ど
、
日
常

の
さ
ま
ざ
ま
な
一
場
面
に
そ
っ
と
寄

り
添
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
12
月
５
日
、
焼
酎
製
造

を
含
む
「
伝
統
的
酒
造
り
」
が
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

改
め
て
長
年
培
わ
れ
て
き
た
そ
の
技

術
や
歴
史
が
注
目
さ
れ
始
め
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
市
内
４
つ
の

蔵
元
や
原
料
を
支
え
る
人
た
ち
へ
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
本
市
の
風
土
が
育

む
焼
酎
文
化
を
改
め
て
紹
介
。
ま
た
、

市
内
外
の
焼
酎
フ
ァ
ン
や
専
門
家
に

も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

読
み
終
わ
っ
た
ら
、
き
っ
と
”都
城

の
焼
酎
“
を
も
っ
と
知
っ
て
、
味
わ

い
た
く
な
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
焼

酎
の
ま
ち
を
誇
り
に
思
う
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

　

☎
23-

２
６
１
５

　

秘
書
広
報
課　

　

☎
23-

３
１
７
４

焼酎
と生きるまち

都城

特集 SPECIAL FEATURE
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ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
「
伝
統
的
酒
造
り
」。
麹
菌
を
使
う
酒

造
り
の
技
術
は
日
本
固
有
の
文
化
で
、
そ

の
始
ま
り
は
５
０
０
年
以
上
前
に
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
長
い
歴
史
の
中
で
各
地
の
気

候
風
土
に
応
じ
て
、
本
格
焼
酎
や
日
本
酒
、

泡
盛
、
み
り
ん
な
ど
の
製
造
へ
と
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
本
市
で
古
く
か
ら
造
ら
れ

て
き
た
焼
酎
は
、
麹
造
り
や
発
酵
に
加
え

て
蒸
留
を
行
う
酒
類
の
一
つ
で
す
。
市
内

で
は
、
13
年
連
続
で
焼
酎
メ
ー
カ
ー
売
上

高
日
本
一
（
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
福
岡
支

店
発
表
）
を
誇
る
霧
島
酒
造
を
は
じ
め
、

柳
田
酒
造
、
大
浦
酒
造
、
都
城
酒
造
の
４

蔵
元
が
生
み
出
す
個
性
豊
か
な
味
わ
い
が
、

地
域
の
焼
酎
文
化
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

　
11
年
連
続
で
本
格
焼
酎
の
出
荷
量
全
国

１
位
（
日
本
酒
造
組
合
中
央
会
発
表
）
を

誇
る
本
県
の
焼
酎
造
り
。
そ
の
中
核
を
担

う
本
市
に
と
っ
て
、
焼
酎
は
地
域
経
済
を

支
え
、
市
民
の
暮
ら
し
に
深
く
根
付
く
文

化
そ
の
も
の
で
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
機
に
、

今
、
改
め
て
焼
酎
が
持
つ
魅
力
と
可
能
性

に
注
目
が
集
ま
り
、
国
際
的
認
知
度
向
上

や
販
路
拡
大
、
伝
統
技
術
の
次
世
代
継
承

へ
の
追
い
風
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

H20~25
平均

H26

５
億円

500
万円

146
億円

196
億円

194
億円 177

億円

75
億円

H29

96
億円

H30

135
億円

R2 R3 R4 R5 R6

42
億円
H27

73
億円

H28

106
億円

R1

日本一

日本一

日本一

日本一 日本一

焼酎
792,591

ビール
493,977

発泡酒
95,662

清酒
41,585

その他
366,515

ウイスキー
37,659

【都城市ふるさと納税寄附額の推移】 【令和５年度　都城圏域の酒販売量（単位：リットル）】

　「日本一の肉と焼酎のふるさと」として、
全国トップクラスの実績を誇るふるさと納税。
焼酎は返礼品の柱となっています。

　都城圏域の酒販売量は、焼酎が圧倒的首位。
次いでビール、発泡酒の順となっています。
※都城小売酒販組合員（三股町を含む）の数値

5 度のふるさと納税日本一 圧倒的人気の焼酎

日
本
が
世
界
に
誇
る
文
化

「
伝
統
的
酒
造
り
」
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〔
本
格
焼
酎
っ
て
な
に
？
〕

　
焼
酎
は
酒
税
法
で
次
の
2
つ
に
分
類
さ

れ
、
製
造
工
程
や
味
が
異
な
り
ま
す
。

連
続
式
蒸
留
焼
酎
（
甲
類
） 

　
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
主
な

原
料
で
、
連
続
式
蒸
留
機
で
蒸
留
し
た
ア

ル
コ
ー
ル
分
36
度
未
満
の
も
の
。

　
く
せ
が
な
い
す
っ
き
り
し
た
味
で
、
酎

ハ
イ
や
果
実
酒
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

単
式
蒸
留
焼
酎
（
乙
類
）

　
芋
・
麦
・
米
な
ど
の
原
料
を
麹
や
酵
母

の
力
で
発
酵
さ
せ
、
単
式
蒸
留
機
で
蒸
留

し
た
ア
ル
コ
ー
ル
分
45
度
以
下
の
も
の
。

【
本
格
焼
酎
】

　
単
式
蒸
留
焼
酎
の
う
ち
、
穀
類
や
芋
類
、

清
酒
粕か

す
、
黒
糖
、
ま
た
は
国
税
庁
が
定
め

る
特
定
の
原
料
と
麹
を
使
い
、
水
以
外
の

添
加
物
を
加
え
て
い
な
い
も
の
。
主
原
料

と
麹
、
酵
母
が
醸
し
出
す
特
有
の
香
り
や
、

豊
か
な
味
わ
い
が
特
徴
で
す
。

　蒸した米や麦などに麹菌をまんべんなく加
えて繁殖させ、麹を造ります。麹菌には黒麹・
白麹・黄麹などの種類があり、種類によって
味わいのベースが決まります。

　出来上がった麹に水と酵母を加えて発酵させ
ることで、アルコール発酵液である一次もろみ
ができます。麹には、でんぷん質を糖に変える
働きがあり、酵母は糖を栄養源にしてアルコー
ルと炭酸ガスを生み出します。

　一次もろみに、芋や麦、米などの蒸した主
原料と水を加えて１～２週間ほど発酵させる
と、二次もろみができます。芋を加えれば芋
焼酎、麦を加えれば麦焼酎になります。

２一次仕込み（発酵）一次仕込み（発酵）

１麹造り（麹造り（製製
せいき くせ い き く

麹麹））

３二次仕込み（発酵）二次仕込み（発酵）

焼
酎
造
り
の
旅

焼
酎
を
知
る

　

焼
酎
の
香
り
や
味
わ
い
は
、
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

焼
酎
の
基
礎
知
識
を
紹
介
。
焼
酎
の
こ
と
を
知
る
と
、
い
つ
も
の
一
杯
が
も
っ
と
お
い
し
く
感
じ

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〔
麹こ

う
じ

菌
の
種
類
〕

黄
麹

　
日
本
に
昔
か
ら
あ
る
麹
菌
で
、
日
本
酒

や
醤
油
、
味
噌
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　
南
九
州
の
温
暖
な
気
候
で
は
も
ろ
み
が

腐
敗
し
や
す
い
た
め
、
現
在
で
は
焼
酎
に

は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
。
さ
わ
や
か

で
フ
ル
ー
テ
ィ
な
の
が
特
徴
。

黒
麹

　
沖
縄
で
泡
盛
造
り
に
使
わ
れ
て
き
た
麹

で
、
今
で
は
焼
酎
に
も
広
く
使
わ
れ
て
い

る
。
ク
エ
ン
酸
を
多
く
作
り
出
す
た
め
雑

菌
が
繁
殖
し
に
く
く
、
暖
か
い
地
域
で
の

焼
酎
造
り
に
も
適
し
て
い
る
。
力
強
く
コ

ク
が
あ
る
の
が
特
徴
。

白
麹

　
黒
麹
の
変
異
種
。
黒
麹
よ
り
ク
エ
ン
酸

生
成
に
優
れ
て
い
て
品
質
の
高
い
焼
酎
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
広
く
一
般
化
し
た
。

優
し
く
や
わ
ら
か
い
甘
さ
が
特
徴
。
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焼
酎
用
語
ミ
ニ
辞
典

〔
主
原
料
が
香
り
と
味
の
決
め
手
〕

　
本
格
焼
酎
に
は
、
芋
・
麦
・
米
・
そ
ば

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
主
原
料
が
使
わ

れ
て
い
て
、
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

魅
力
の
一
つ
。

　
さ
ら
に
、
芋
焼
酎
で
あ
っ
て
も
品
種
の

異
な
る
芋
を
使
え
ば
、
出
来
上
が
る
焼
酎

の
香
り
や
味
わ
い
も
異
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
飲
ん
で
い
る〝

い
つ
も
の
焼

酎
″も
、
蔵
元
が
こ
だ
わ
り
抜
い
て
選
ん

だ
原
材
料
で
造
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

常
圧
蒸
留　

　
伝
統
的
な
蒸
留
方
法
で
、
も
ろ
み
を
90

〜
１
０
０
度
の
高
温
で
蒸
留
す
る
た
め
、

も
ろ
み
の
成
分
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起

こ
り
、
原
料
の
香
り
や
風
味
・
う
ま
味
が

強
く
感
じ
ら
れ
る
。

減
圧
蒸
留　

　
気
圧
を
下
げ
40
〜
50
度
の
低
温
で
も
ろ

み
を
蒸
す
た
め
、
も
ろ
み
本
来
の
特
徴
を

持
っ
た
、
華
や
か
で
ソ
フ
ト
な
香
り
と

す
っ
き
り
し
た
雑
味
の
な
い
味
の
飲
み
や

す
い
焼
酎
に
仕
上
が
る
。

４蒸留蒸留

５貯蔵・熟成貯蔵・熟成

６仕上げ仕上げ

　単式蒸留機に二次もろみを入れ、加熱・蒸
留し、アルコールを含んだ蒸気を冷却してア
ルコールを抽出します。蒸留する圧力の違い
によっても、香りや味に変化が生まれます。

　蒸留直後の原酒は白濁していて、雑味や蒸留
時のガス臭などの荒々しさがあります。１カ月
から半年ほど貯蔵して熟成させることで、酒質
を安定させ、まろやかな風味で芳

ほうじゅん
醇な香りの焼

酎に仕上げます。

　熟成したら、割り水をしてアルコール度数を20度や25度
に調整します。割り水の前に、他の原酒とブレンドして香
りや味に深みを出す場合もあります。ろ過して蒸留後の油
分や不純物を取り除いて瓶詰めし、ラベルを貼ります。

お
い
し
い
本
格
焼
酎
の

　
　
　
　
　

出
来
上
が
り
！

焼酎の甘み際立つ
＼お湯割りの完成！／

準
備
す
る
も
の

　
焼
酎
グ
ラ
ス 

２
個
（
陶
器
推
奨
）、

　
焼
酎
、
熱
湯
（
90
度
以
上
）

１ 

グ
ラ
ス
①
に
熱
湯
を
注
ぎ
、
グ
ラ

ス
が
温
ま
っ
た
ら
湯
を
捨
て
る

２ 

1
の
グ
ラ
ス
に
、
グ
ラ
ス
半
量
ほ

ど
の
焼
酎
を
注
ぎ
、
焼
酎
の
温
度

を
上
げ
る

３ 

空
の
グ
ラ
ス
②
に
、
グ
ラ
ス
半
量

ほ
ど
の
熱
湯
を
注
ぐ

４ 

３
の
湯
が
入
っ
た
グ
ラ
ス
②
に
、

２
で
温
め
た
焼
酎
を
そ
っ
と
注

ぎ
入
れ
る

５
そ
の
ま
ま
触
ら
ず
３
分
待
つ

　
▼ 

湯
は
上
へ
、
焼
酎
は
下
へ
と
対

流
し
て
自
然
と
混
ざ
り
合
う
。

湯
の
熱
で
雑
味
や
ピ
リ
ピ
リ
と

し
た
刺
激
が
抜
け
て
い
く

柳
田
酒
造
直
伝
！

極
上
の
お
湯
割
り
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「
良
い
芋
」
を
目
指
し
て

　
水
は
け
の
良
い
シ
ラ
ス
台
地
で
温
暖
な

気
候
の
南
九
州
は
、
甘か

ん
し
ょ藷
の
一
大
産
地
。

都
城
盆
地
で
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
焼

酎
用
甘
藷
の
収
穫
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　「
蔵
元
の
担
当
者
に
『
良
い
芋
で
す
ね
』

と
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
目

を
細
め
る
の
は
、
今
村
九
州
男
さ
ん
で
す
。

お
よ
そ
30
年
に
わ
た
り
霧
島
酒
造
の
契
約

農
家
と
し
て
、
コ
ガ
ネ
セ
ン
ガ
ン
を
は
じ

め
と
し
た
焼
酎
用
甘
藷
を
栽
培
し
て
い
ま

一
粒
の
磨
き
に
宿
る
技

　
麦
焼
酎
と
い
え
ば
、
香
ば
し
い
香
り
や

軽
や
か
な
味
わ
い
。
そ
れ
を
左
右
す
る
の

が
、
麦
そ
の
も
の
の
品
質
で
す
。
市
内
３

つ
の
焼
酎
蔵
元
に
原
料
の
麦
を
供
給
す
る

の
は
、
大
正
３
年
創
業
の
土
持
産
業
株
式

会
社
。
国
内
外
か
ら
品
質
の
高
い
大
麦
を

仕
入
れ
、
熟
練
の
技
術
で
焼
酎
造
り
に
適

し
た
状
態
に
精
麦
し
て
い
ま
す
。

　
外
皮
が
固
く
、
精
麦
に
労
力
を
要
す
る

大
麦
。
10
台
以
上
の
機
械
で
皮
を
粗
削
り

し
た
後
、
加
水
し
麦
同
士
の
研
磨
で
表
面

を
磨
き
上
げ
ま
す
。
品
質
管
理
部
の
森
田

部
長
は
「
気
候
の
影
響
を
受
け
や
す
い
麦

は
、
硬
さ
や
水
分
量
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

経
験
豊
富
な
社
員
が
、
麦
の
状
態
を
見
極

め
て
機
械
を
細
か
く
調
整
し
、
数
値
と
感

覚
で
理
想
の
仕
上
が
り
に
導
き
ま
す
。
柔

ら
か
い
麦
を
割
れ
ず
に
仕
上
げ
た
時
は
う

れ
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か

「
焼
酎
原
料
」の
世
界

　
味
わ
い
深
い
焼
酎
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
過
程
に

は
、
多
く
の
人
の
努
力
が
あ
り
ま
す
。 

　
焼
酎
づ
く
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
原
料
。
都
城

の
地
で
、
そ
の
原
料
を
育
む
人
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

１_「今日の芋は丸いですね。土によって形も変わるんです」と笑顔を見せる今村さん、２_２台
の収穫機で次々と収穫していく、３_収穫を待つ甘藷畑。土の中には焼酎原料になるべく「良い芋」
が眠っている

1

32

麦
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原
料
供
給
者
と
し
て
の
責
任
と
思
い

　
「
蔵
元
が
求
め
る
品
質
の
高
い
麦
を
、

納
期
厳
守
で
納
め
る
の
が
私
た
ち
の
責

務
」
と
話
す
の
は
、
営
業
部
の
中
内
課
長
。

「
ビ
ー
ル
な
ど
の
原
料
で
も
あ
る
大
麦
は
、

豊
作
で
も
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
引
き
合
い

が
強
い
。
産
地
と
信
頼
を
築
き
、
必
要
な

数
量
を
確
保
す
る
の
も
大
切
な
仕
事
で

す
。
年
に
数
回
、
佐
賀
の
圃ほ

場
を
視
察
し

て
、
情
報
を
蔵
元
に
も
共
有
し
ま
す
。
蔵

元
の
『
い
い
仕
込
み
が
で
き
た
』
と
い
う

言
葉
が
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　
家
畜
飼
料
も
扱
う
な
ど
、
本
市
の
「
肉

と
焼
酎
」と
つ
な
が
り
の
深
い
同
社
。「
都

城
の
基
幹
産
業
を
支
え
て
い
る
こ
と
は
誇

り
。
蔵
元
と
同
様
、
私
た
ち
も
良
い
も
の

を
届
け
よ
う
と
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
麦
で
造
ら
れ
た
焼
酎
を
皆
さ
ん
に
味

わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
す
中
内
課
長

の
瞳
に
は
、
磨
き
抜
か
れ
た
１
粒
の
麦
に

込
め
た
真
心
が
宿
っ
て
い
ま
し
た
。

す
。

　
平
成
30
年
以
降
、
本
市
で
も
重
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
基

も
と
ぐ
さ
れ腐
病
。

今
村
さ
ん
の
畑
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。「
病
気
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

毎
年
土
壌
消
毒
や
早
植
え
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
良
い
芋
は
良
い
苗
か
ら
。
こ
こ
数

年
は
、よ
り
病
気
の
リ
ス
ク
が
少
な
い『
挿

し
苗
』
と
呼
ば
れ
る
苗
作
り
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
次
は
挿
し
苗
の
割
合
を
増
や
し

て
、
良
い
芋
を
よ
り
多
く
収
穫
し
た
い
で

す
ね
」
と
語
る
今
村
さ
ん
の
瞳
に
は
、
来

期
に
向
け
た
熱
意
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
た
め
に

　
後
継
者
の
息
子
さ
ん
を
は
じ
め
家
族
と

農
業
を
営
む
今
村
さ
ん
は
、
将
来
を
見
据

え
た
設
備
投
資
に
も
前
向
き
で
「
農
作
業

は
重
労
働
。
息
子
た
ち
も
頑
張
っ
て
く
れ

て
い
る
の
で
、
植
え
付
け
な
ど
の
作
業
に

は
機
械
を
導
入
し
て
省
力
化
し
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

　
「
晩
酌
の
友
は
、も
ち
ろ
ん
霧
島（
酒
造
）

の
焼
酎
。
焼
酎
を
飲
む
と
青
々
と
し
た
畑

の
様
子
が
思
い
浮
か
ぶ
と
言
い
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
翌
日
の
作
業
工
程
に
つ
い
て
あ

れ
こ
れ
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
ね
」
と
笑

み
を
見
せ
る
今
村
さ
ん
の
姿
に
、
本
市
の

焼
酎
原
料
の
現
場
を
支
え
る
生
産
者
の
誠

実
な
志
を
垣
間
見
ま
し
た
。

１_精麦機で外皮を削り取る工程、２_（右から）精麦前・
途中・精麦後の麦。米より皮が厚く、研磨を繰り返し
てようやく白く滑らかになる、３_麦が蓄えられたサイ
ロの前で笑顔を見せる森田部長（左）と中内課長（右）

21

3

芋
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都
城
が
誇
る
伝
統
と
革
新
の
蔵

　
市
内
で
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
柳
田
酒

造
。
代
々
「
麦
焼
酎
」
を
得
意
と
し
、
独

自
の
蒸
留
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
焼
酎
造
り
を
追
求
す
る
蔵
と
し

て
、
全
国
に
根
強
い
フ
ァ
ン
を
持
ち
ま
す
。

　
５
代
目
・
柳
田
正
さ
ん
は
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
し
て
の
経
歴
を
持
つ
異
色
の
杜
氏
。

自
ら
蒸
留
機
を
改
良
し
、
気
温
や
湿
度
に

応
じ
て
香
り
や
味
を
調
整
す
る
姿
に
は
、

伝
統
を
守
り
な
が
ら
新
し
い
技
を
磨
く
探

求
心
が
に
じ
み
ま
す
。

　
代
表
銘
柄
「
青
鹿
毛
」
は
、
麦
の
香
ば

し
さ
を
極
限
ま
で
引
き
出
し
た
逸
品
。
同

社
の
製
品
で
あ
る
フ
ル
ー
テ
ィ
で
軽
や
か

な
味
わ
い
の
「
駒
」
と
同
じ
原
料
・
麹
・

酵
母
を
使
い
な
が
ら
、
蒸
留
機
内
の
蒸
気

の
圧
や
入
れ
方
、
量
を
巧
み
に
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
す
る
柳
田
流
と
も
言
え
る
独
自
製
法

で
、
全
く
異
な
る
個
性
を
生
み
出
し
ま

す
。
青
鹿
毛
は
、
突
出
し
た
香
ば
し
さ
が

海
外
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
て
、
令

和
３
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
の
国
際
酒
類
コ
ン

◉創業　1902（明治35）年
◉所在地　早鈴町14-４
◉主な銘柄　青

あ お か げ

鹿毛（麦）、駒（麦）、母智丘千本
桜（芋）、千本桜熟成ハマコマチ（芋）　ほか

柳田酒造

ク
ー
ル
の
焼
酎
部
門
、
同
５
年
に
は
フ
ラ

ン
ス
の
日
本
酒
や
焼
酎
の
コ
ン
ク
ー
ル

「K

ク
ラ
マ
ス
タ
ー

uraM
aster

」
の
本
格
焼
酎
・
泡
盛

部
門
で
最
高
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
世
界

の
焼
酎
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
新
た
な
挑
戦
を
続
け
る
柳
田

さ
ん
が
35
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
た
の
は
芋

焼
酎
「
千
本
桜
」。「
千
本
桜
熟
成
ハ
マ
コ

マ
チ
」は
、
今
年
の「
酒
屋
が
選
ぶ
大
賞
」

で
芋
焼
酎
部
門
・
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
伝
統
を
次
に
つ
な
ぎ
、

都
城
で
生
ま
れ
る
焼
酎
を
世
界
へ
」
と
の

確
固
た
る
思
い
を
胸
に
、
独
自
の
焼
酎
造

り
に
情
熱
を
注
ぎ
続
け
ま
す
。

会社概要

青鹿毛の香ばしさを最大限に楽しむには、

焼酎とお湯を１：１の割合でつくるお湯

割りがおすすめ。冬の寒い夜には、鍋や

おでんと一緒に楽しむと、体の中から温

まります。

おすすめの楽しみ方

１_５代目・柳田正さんのこだわりが光る蒸
留機、２_敷地内に湧き出る地下水は焼酎造
りの生命線、３_全国の酒屋からも高く評価
された千本桜熟成ハマコマチ

2 3

1
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１_ ４代目・杜氏　大浦晋一代表取締役、２
_蒸し米に種麹をつけてもみこむ、３_甕壺
仕込みという昔ながらの製法にこだわる

甕か
め
壷つ
ぼ
と
語
ら
い
、
焼
酎
を
育
て
る

　
「
手
造
り
百
年
蔵
」
を
掲
げ
、
昔
な

が
ら
の
製
法
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
大
浦

酒
造
は
、
明
治
42
年
に
平
江
町
で
創
業
。

１
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
、
ほ
ぼ
家
族
だ

け
の
手
で
焼
酎
造
り
を
守
り
続
け
て
き
た
、

市
内
で
最
も
小
さ
な
蔵
で
す
。

　
平
成
20
年
、
創
業
１
０
０
年
の
節
目
に

乙
房
町
へ
移
転
。
和
歌
山
県
・
高
野
山
で

僧
侶
修
行
を
積
ん
だ
４
代
目
・
大
浦
晋
一

さ
ん
が
「
焼
酎
で
お
客
様
を
笑
顔
に
し
た

い
」
と
の
思
い
を
胸
に
、
休
造
し
て
い
た

蔵
に
再
び
火
を
灯
し
ま
し
た
。　
　

　
焼
酎
造
り
は
全
量
甕
壷
仕
込
み
。
甕
の

気
孔
に
す
む
微
生
物
が
発
酵
を
助
け
、
ま

◉創業　1909（明治42）年
◉所在地　乙房町4113-1
　　　　　※蒸留所
◉主な銘柄　みやこざくら
（芋）、優

ゆう

咲
さく

（芋）、大浦の
玄米焼酎　ほか

大
浦
酒
造 ろ

や
か
な
味
わ
い
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

麹
造
り
も
温
度
を
測
り
な
が
ら
手
作
業
で

広
げ
て
冷
ま
す
な
ど
、
全
て
の
工
程
に
人

の
手
が
加
わ
り
ま
す
。
五
感
を
研
ぎ
澄
ま

し
、
甕
壷
一
つ
一
つ
と
向
き
合
う
姿
勢
に

は
、
ま
る
で
子
を
育
て
て
い
る
よ
う
な
愛

情
深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
看
板
銘
柄
「
み
や
こ
ざ
く
ら
」
は
、紅・

白
・
黄
の
芋
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
香
り
と
コ
ク
を
引
き
出
し
た
本
格
芋
焼

酎
。
季
節
ご
と
の
限
定
商
品
や
ワ
イ
ン
酵

母
を
使
っ
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、

異
な
る
味
わ
い
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、

健
康
を
願
う
曾
祖
父
の
思
い
か
ら
始
ま
っ

た
玄
米
焼
酎
造
り
も
受
け
継
ぎ
、
香
ば
し

く
個
性
的
な
味
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
異
な
る
原
料
や
酵
母
に
挑
戦
す
る

同
社
。「
お
客
様
の
笑
顔
が
私
た
ち
の
喜

び
。
そ
の
年
の
原
料
や
自
然
条
件
の
中
で

ベ
ス
ト
を
尽
く
す
」
と
の
思
い
で
、
伝
統

を
守
り
な
が
ら
も
新
た
な
可
能
性
を
探
り

続
け
る
姿
勢
が
、
今
日
も
人
々
に
「
安
ら

ぎ
の
ひ
と
と
き
」
を
届
け
ま
す
。

会社概要

おすすめの楽しみ方
20度のみやこざくらは、

少しぬるめのお湯で割

ると香りが立ち優しい

味わいに。

焼酎７：お湯３が目安

地元料理との相性が

抜群です。コクのあ

る「揚げおかべ」が

おすすめ！
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安
定
し
た
品
質
を
追
い
求
め
る
姿
勢

こ
そ
が
、
プ
ラ
イ
ド
の
証

　
「
品
質
を
と
き
め
き
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
長
年
お
客
様
に
愛
さ
れ
、
支
持
さ

れ
る
製
品
造
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
霧
島

酒
造
。
13
年
連
続
で
メ
ー
カ
ー
別
焼
酎
売

上
高
全
国
１
位
を
走
り
続
け
る
同
社
の
看

板
商
品
「
黒
霧
島
」
は
、
今
や
日
本
中
で

愛
さ
れ
続
け
る
本
格
芋
焼
酎
で
す
。

　
１
９
９
８
年
の
発
売
当
時
は
、
焼
酎
業

界
の
中
で
伸
び
悩
ん
で
い
た
同
社
。
白
麹

仕
込
み
の
焼
酎
が
流
行
す
る
中
、
黒
麹
を

使
っ
た
「
黒
霧
島
」
を
開
発
す
る
と
、
ま

ず
は
当
時
焼
酎
の
消
費
量
日
本
一
だ
っ
た

福
岡
を
中
心
に
地
道
な
営
業
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
福
岡
で
の
売
上
は

地
元
を
上
回
る
ほ
ど
に
な
り
、
首
都
圏
で

も
そ
の
人
気
に
火
が
付
く
と
、
瞬
く
間
に

全
国
に
シ
ェ
ア
を
広
げ
ま
し
た
。

　
１
日
最
大
20
万
本
も
の
焼
酎
を
製
造
す

る
同
社
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
の
１
つ

が
、
安
定
し
た
品
質
の
味
わ
い
。
品
質
保

証
部
で
は
、
味
わ
い
に
ぶ
れ
が
生
じ
な
い

◉創業　1916（大正５）年
◉所在地　下川東４丁目28-１
◉主な銘柄　黒霧島（芋）、白霧島（芋）、赤霧島（芋）、
茜霧島（芋）、KIRISHIMA No.８（芋）　ほか

霧島酒造

よ
う
社
内
試
験
に
合
格
し
た
社
員
に
よ
る

官
能
検
査
を
実
施
し
「
い
つ
も
の
お
い
し

さ
」
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

機
械
化
さ
れ
た
工
程
の
中
で
も
焼
酎
の
品

質
に
直
結
す
る
芋
の
選
別
作
業
は
人
の
手

で
行
う
な
ど
、
品
質
へ
の
妥
協
を
許
さ
な

い
姿
勢
が
、
長
年
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
続

け
る
理
由
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

近
年
で
は
、
茜
霧
島
やKIRISH

IM
A
 

N
o.8

な
ど
香
り
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
で
、

30
〜
40
代
の
若
い
世
代
や
女
性
な
ど
新
た

な
層
の
フ
ァ
ン
を
取
り
込
む
同
社
。
こ
れ

か
ら
も
人
々
の
「
人
生
の
お
供
」
と
な
る

焼
酎
造
り
へ
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

会社概要

「トロッとした甘みとキ

リッとした後切れ」が

特長の黒霧島は、ロッ

クや炭酸割りで楽しむ

のがおすすめ。

おすすめの楽しみ方

後切れが爽やかな黒霧

島は、餃子との相性が

抜群。ぜひお試しあれ。

１_市内５工場で製造される芋焼酎は全国へ
出荷される、２_焼酎の品質を左右する芋の
選別作業には、人の目と手が欠かせない、３
_「いつものおいしさ」を守る、官能検査
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日
々
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、

全
て
の
お
客
様
に
笑
顔
を
届
け
る

　
「
笑
顔
を
灯
し
、
日
々
を
彩
る
」
を
企

業
理
念
に
掲
げ
る
都
城
酒
造
。
商
品
造
り

の
根
底
に
あ
る
の
は
、
お
客
様
に
一
番
身

近
な
焼
酎
を
造
り
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。

「
良
い
も
の
を
よ
り
安
く
提
供
す
る
」
と

い
う
姿
勢
を
貫
き
、
毎
日
飲
ん
で
も
飲
み

飽
き
な
い
味
と
、
手
に
取
り
や
す
い
価
格

に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
思
い
を
形
に
し
た
の
が
、
看
板

商
品
「
あ
な
た
に
ひ
と
め
ぼ
れ
」
シ
リ
ー

ズ
。
独
自
の
製
法
で
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
を

原
料
に
使
用
し
、
淡
麗
で
す
っ
き
り
と
し

た
味
わ
い
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。「
あ

◉創業　1956（昭和31）年
◉所在地　乙房町2887-1
◉主な銘柄　あなたにひと
めぼれ（芋・麦・米）、み
やこんじょ（芋）、さつま
祭（芋）　ほか

都
城
酒
造 な

た
に
ひ
と
め
ぼ
れ
３
８
５
超
淡
麗
」
シ

リ
ー
ズ
は
、
さ
ら
に
ク
リ
ア
な
飲
み
口
と

爽
や
か
な
後
味
を
追
求
。
焼
酎
デ
ビ
ュ
ー

に
も
ぴ
っ
た
り
の
飲
み
や
す
い
一
本
に
仕

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
麦
や
芋
、
米
、
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
料
を

使
用
し
た
焼
酎
造
り
が
強
み
。
自
社
独
自

の
特
殊
製
法
に
よ
っ
て
、
多
彩
な
商
品
の

製
造
や
省
人
化
を
達
成
し
、
酵
母
の
改
良

に
も
挑
戦
す
る
な
ど
、
良
い
も
の
を
よ
り

安
く
提
供
す
る
こ
と
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
直
営
店
の
エ
ム
ズ
ガ
ー
デ
ン
で

は
、
心
を
込
め
て
造
っ
た
焼
酎
を
あ
ま
す

こ
と
な
く
飲
ん
で
ほ
し
い
と
、
蔵
に
眠
っ

て
い
た
焼
酎
に
新
た
な
息
を
吹
き
込
み
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
以
来
「
顧
客
満
足
」
を
体
現
し
て

き
た
同
社
。
一
日
の
疲
れ
を
ほ
っ
と
癒
す

よ
う
な
焼
酎
を
届
け
た
い
と
い
う
思
い
を

大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
焼
酎
造
り
に
誠
実

に
向
き
合
い
続
け
ま
す
。

会社概要

おすすめの楽しみ方
すっきりとクセのない「あなたにひとめぼ

れ」は、シュワっと爽快な焼酎ハイボール

がおすすめ。サバの味噌煮やチキン南蛮な

ど、味の濃い料理にぴったり。

１_ 焼酎造りに欠かせない蒸留器、２_ 飲みきりサイズの
180mlボトルはお試しにもぴったり、３_ふっくらと甘みを蓄
えた南九州産のコガネセンガンは芋焼酎の原料に
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に
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と
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や
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後
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求
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デ
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も
ぴ
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飲
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い
一
本
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180mlボトルはお試しにもぴったり、３_ふっくらと甘みを蓄
えた南九州産のコガネセンガンは芋焼酎の原料に

1

32

焼酎蔵元探訪



14広報 都城 令和７年12月号

　毎日決まった時間に、その時々のお気に入りの焼酎で晩酌す
るのが日課です。母ちゃん（妻の伊津子さん）お手製の煮しめ
やがねなどの郷土料理に合うのは、やはり都城の焼酎。今夜は
仲間たちに喜んでもらいたくて、竹筒に入れた焼酎を囲

い
炉
ろ
裏
り
で

温めて飲む「かっぽ焼酎」を準備しました。竹のエキスが溶け
出してまろやかになった焼酎は、飲みすぎ注意の極上の味わい。
さまざまな飲み方で楽しめるのが、焼酎の醍

だい
醐
ご
味
み
でもありますね。

　芋焼酎歴は、18年。牟田町にある霧島酒造のネオン看板を見
ると、都城に焼酎文化が根ざしていることを感じます。焼酎を
介することで、職場の同僚や上司だけでなく、普段会わない人
たちともリラックスして会話ができるので、私にとって焼酎は
コミュニケーションツールの１つと言っても過言ではありませ
ん。あれほど楽しかったはずが、翌日になると話の内容をあま
り覚えていないことが毎回不思議でなりませんが…。

焼酎と郷土料理は最高の組み合わせ
松尾　時三さん

　市外出身の私たちですが、就職を機に都城に住
み、焼酎を飲む機会が増え、「焼酎のまち都城」
を実感しています。職場の同僚なので、よく２人
で食事に出掛けますが、焼酎を飲むと心もほぐれ、
いつも以上に会話が弾みます。飲みやすい炭酸割
りで楽しむことが多いですね。今夜は、黒ッキリ
ボール（黒霧島の炭酸割り）で乾杯！

「焼酎のまち」を実感しています
（左から）藤﨑　梨那さん、𠮷村　美

み

空
く

さん

焼酎は欠かせないコミュニケーションツール
岩﨑　達也さん

　

私
た
ち
市
民
の
日
常
に
溶
け
込
む
都
城

の
焼
酎
。
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
で
、
場

所
や
年
代
を
超
え
て
多
く
の
人
に
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ち
に
あ
る
、い
つ
も
の
一
杯
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　焼酎は、宮崎出身の友人とたまに飲む程度の初心者。今回、
白霧島を初めて飲みましたが、本当においしくてびっくりしま
した。口当たりがとてもやわらかく、ほんのり甘くて、焼酎が
こんなに飲みやすいお酒だとは思いませんでした。普段は日本
酒やワインを飲むことが多いのですが、これからはふるさと納
税も大いに活用していろいろな都城の焼酎を味わってみたいと
思います。

　都城のイメージといえば、おいしい肉と焼酎。私の定番の飲
み方は水割りで、どんな料理にも合うので日々の食事と一緒に
焼酎を楽しんでいます。割って飲むので他のお酒に比べて酔い
にくいし、カロリーが低いのも魅力ですね。今日飲んでいるの
は青鹿毛。都城＝芋焼酎だと思っていましたが、麦の香ばしい
香りと爽やかな後味が最高！青鹿毛に出会わせてくれたこのイ
ベントに感謝しています。

焼酎ってこんなにおいしいんですね！
練馬区在住　春日さん

　焼酎好きの夫がふるさと納税で都城の焼酎セッ
トを頼んだのをきっかけによく飲むようになり、
気付けば私も両親も都城の焼酎ファンに。今日は
夫と両親と一緒に、焼酎と料理のペアリングを満
喫しました。普段は子どもが寝た後が夫婦の焼酎
タイム。炭酸割りをチビチビと飲みながらおしゃ
べりするのが、大切な癒しの時間になっています。

家族みんなで都城の焼酎ファンです
（右）横浜市在住　清水さん

最高の 1杯との出会いに感謝！
川崎市在住　高橋さん

　

今
回
は
、
日
常
の
中
で
焼
酎
を
楽
し

む
皆
さ
ん
や
、
11
月
３
日
に
東
京
で
開

催
し
た
「
都
城
市
フ
ァ
ン
の
集
い
」
で

本
市
の
焼
酎
を
楽
し
む
人
た
ち
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

ト
ク
ベ
ツ
を
彩
る
、と
っ
て
お
き
の一杯
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各分野の専門家が語る

焼酎の価値と未来

　私たち市民の日常とつながりの深い焼酎で
すが、世界にはまだその魅力に気付いていな
い人が多くいます。そんな人たちに焼酎の魅
力を発信している専門家がいます。今回、お
いしいだけではない焼酎の魅力や焼酎の持つ
可能性を教えてもらいました。

　若者の酒離れが懸念される今、本格
焼酎を後世に残すことは重要な課題で
す。そこで、焼酎研究に加えて、大学
生を対象に「知ってもらう、飲んでも
らう、伝えてもらう」という普及活動
にも力を注いできました。唾液を使っ
た遺伝子診断でアルコール代謝を明ら
かにする取り組みは学生からも好評で、
自身に合ったお酒との付き合い方を学
ぶきっかけにもなっています。
　健康に悪いというイメージを持たれ
がちなお酒ですが、実は焼酎の魅力の
一つはその健康効果にあります。糖質
ゼロで、酔い覚めが爽やか。医学的
にも、血栓を溶かす作用を持つウロキ

ナーゼという酵素を増やす働きがあり、
適量飲酒は脳梗塞などの予防にも効果
的です。さらに、緊張をほぐして人間
関係を円滑にすることで、ストレスの
軽減にも一役買ってくれます。ぜひ心
身の健康のためのツールとしてもうま
く活用してほしいですね。
　学会などで講演する際は、都城出身
の焼酎セールスマンとして、焼酎を振
る舞い、飲み方や地域の郷土料理など
の食文化とともにその魅力を発信して
います。市民の皆さんにも、都城の文
化である焼酎をまずは味わっていただ
き、ぜひ自信を持ってアピールしてほ
しいと願っています。

　海外輸出という観点において、焼
酎には大きな可能性があります。現
状、海外での認知度は日本酒（SAKE）
と比べるとまだ高くない段階。しかし、
焼酎が海外で十分に通用すると言い切
るにはいくつかの理由があります。
　まず、保存性が非常に高い焼酎は、
長い船便での輸送を経ても品質が安定
しているため、輸出に適しています。
また、芋や麦など原料の多様性があり、
加えて低カロリーであるという特性は、
健康志向が高まっている外国において
も親和性が高いと感じています。
　そして大切なのは、どんな土地で、
どんな人が、どんな思いで造っている

のかという背景、すなわちストーリー
を伝えること。都城には、豊かな地下
水や原料、地域との連携といった歴史
と環境があり、これこそが都城の焼酎
が持つ大きな強みで文化そのものです。
ジェトロ宮崎では、海外バイヤーを
招
しょうへい
聘し、酒蔵でそのストーリーを体験
してもらう取り組みを続けています。
　都城は本県の焼酎文化の中心。飲
む・飲まないにかかわらず、まずは
市民の皆さんが地元に根付く素晴らし
い焼酎文化に誇りを持ち、愛し続けて
いくことが、焼酎が「SHOCHU」と
して世界中で飲まれ、愛されることに
つながると信じています。

食と健康と切り離せない焼酎文化　その魅力を後世へ

世界に誇れる都城の焼酎「SHOCHU」として届けたい

(一社)食の安全分析センター
代表理事
宮崎大学名誉教授

水光　正
まさ

仁
ひと

 さん
都城市出身。生命科学が専門。
宮崎大学では地域貢献のために
焼酎の香りを数値化する研究な
どに取り組み、３人の焼酎博士
を誕生させる。

独立行政法人 
日本貿易振興機構（ジェトロ）
宮崎貿易情報センター

相原　君俊 所長
東京都江戸川区出身。国内外で
の勤務を経て、2024年５月か
ら現職。赴任前に40回以上宮
崎を訪問。宮崎が好きすぎて志
願して着任。
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１
杯
の
焼
酎
を
口
に
運
ん
だ
時
に
広
が

る
香
り
、
甘
み
、
う
ま
み
。
私
た
ち
の
五

感
に
届
く
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
語

と
長
い
時
間
の
積
み
重
ね
が
あ
り
ま
す
。

　
降
り
注
い
だ
雨
が
、
長
い
時
を
経
て
盆

地
に
湧
き
出
し
、
焼
酎
の
一
部
に
な
る
ま

で
の
物
語
。

　
畑
で
育
つ
芋
や
麦
が
、
焼
酎
の
味
の
決

め
手
の
原
料
に
な
る
ま
で
の
物
語
。

　
造
り
手
た
ち
が
、
理
想
の
味
わ
い
を
目

指
し
て
、
ひ
た
む
き
に
焼
酎
と
向
き
合
う

果
て
し
な
い
時
間
と
物
語
。

　
そ
し
て
、
長
い
長
い
歴
史
の
中
で
焼
酎

造
り
の
技
術
と
思
い
を
次
の
世
代
に
つ
な

い
で
き
た
人
た
ち
の
物
語
。

　
１
つ
で
も
欠
け
れ
ば
生
ま
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
１
杯
に
、
今
こ
の
瞬
間
私
た
ち

は
出
会
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
長
い
時
間
と
多
く
の
人
の
手
で
育
ま
れ

て
き
た
焼
酎
文
化
は
、
こ
の
ま
ち
の
財
産
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
焼
酎
の
ま
ち
」
が
生
み

出
す
１
杯
の
焼
酎
が
、
時
を
超
え
て
、
場

所
を
超
え
て
、
よ
り
多
く
の
人
を
笑
顔
に

し
て
い
く
未
来
を
見
続
け
る
た
め
に
。

　
焼
酎
を
知
る
こ
と
、　

　
焼
酎
を
飲
む
こ
と
、

　
そ
れ
は
、
都こ

の
ま
ち城
を
愛
す
る
こ
と
。

都城の焼酎を
「もっと知りたい、飲んでみたい」が叶う場所があります

　お酒の専門家といっても過言ではない、酒屋さん。焼酎にまつわるストーリー
を聞けたり、飲み方の提案をしてもらえたりと、もっと焼酎が楽しくなって、
焼酎との距離が近くなる場所です。今回は、市内に数ある酒屋さんの中から、
本特集で紹介した市内蔵元の焼酎を取り扱う３店舗を紹介します。

物語とともに味わう一杯を

　酒屋だからこそ知る造り手
の思いや物語を伝えながら、
その人に合う焼酎や飲み方を
提案しています。都城の食材
と焼酎を楽しむことで得られ
る心の豊かさを伝えていきた
いです。

逸品との架け橋に

　蔵元の思いが詰まった都城
の焼酎は、味わいも香りも個
性豊か。その魅力をより多く
の人に伝えながら、これから
もお酒を通して人とまちを結
ぶ店でありたいと思っていま
す。

店主　安藤　有一郎さん
（写真右）

盆地が生み出す味わいを

　都城の焼酎は、盆地ならで
はの長い時間をかけて湧き出
る地下水を使ったやわらか
な口当たりが魅力。蔵元が
切
せ っ さ た く ま

磋琢磨して生み出すこだわ
りの焼酎に、ぜひ触れてみて
ください。

店主　松石　晃
こう

児
じ

さん

あんどう酒店 松 石 酒 店 さいしょ酒店

３代目　税所　亮太郎さん
（写真左）

焼
酎
が
紡
ぐ
未
来
は

　
　
　
　
　
こ
の
ま
ち
と
と
も
に

  山田町中霧島3162-１   栄町17-９   松元町12-10
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市
で
は
、
人
口
戦
略
の
一
環
と
し
て
、

移
住
す
る
人
を
対
象
と
し
た
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

本
支
援
が
、
故
郷
や
家
族
の
元
を
離
れ

て
暮
ら
す
人
の
「
慣
れ
親
し
ん
だ
ふ
る
さ

と
都
城
へ
帰
っ
て
暮
ら
し
た
い
」、「
新
た

な
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
を
地
元
で
始
め
た

い
」
と
い
っ
た
声
を
力
強
く
後
押
し
し
て
、

「
将
来
の
夢
」
だ
っ
た
地
元
へ
の
Ｕ
タ
ー

ン
を
多
く
の
人
が
実
現
。「
都
会
に
出
て

い
た
子
ど
も
夫
婦
が
孫
と
一
緒
に
都
城
に

帰
っ
て
き
た
」
な
ど
と
い
う
喜
び
の
声
も

多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

帰
省
す
る
家
族
や
友
人
・
知
人
に
会
え

る
年
末
年
始
の
機
会
に
、
本
市
の
移
住
推

進
の
取
り
組
み
を
ぜ
ひ
紹
介
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
23-

２
５
４
２

安
心
の
相
談
体
制

　
移
住
を
検
討
し
て
い
る
人
の
相
談
を
専

門
的
に
行
う
「
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
移
住
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
者
に
合
っ
た
仕
事
探
し
を

お
手
伝
い
す
る
雇
用
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
地
元
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
通
じ

て
、
求
職
活
動
か
ら
面
接
、
就
職
ま
で
を

継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
一
人
一
人
の
相
談

に
丁
寧
に
対
応
し
、
移
住
を
検
討
し
て
い

る
皆
さ
ん
の
不
安
や
疑
問
を
解
消
し
て
い

ま
す
。

遠
方
か
ら
の
相
談
も
Ｏ
Ｋ

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
窓
口
で
の
相
談
対

応
の
ほ
か
、
遠
方
の
移
住
検
討
者
が
気
軽

に
相
談
で
き
る
よ
う
、
電
話
や
メ
ー
ル
は

も
ち
ろ
ん
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ウ
ェ
ブ
会
議
シ

ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
使
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
気
軽
に
相
談
が
で
き
る
た

め
、
移
住
に
向
け
た
準

備
を
万
全
に
整
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

充
実
の
移
住
支
援
策

　
移
住
前
に
、
住
ま
い
や
仕
事
探
し
の
た

め
に
本
市
を
訪
れ
る
人
を
対
象
に
、
宿
泊

費
や
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
料
の
一
部
を
助
成

す
る
「
お
試
し
滞
在
制
度
」
が
利
用
で
き

ま
す
。
車
の
運
転
に
不
慣
れ
な
人
に
は
、

移
住
後
の
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
費

用
一
部
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
支
援
策
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
特
設
サ
イ
ト
「
住
め
ば

住
む
ほ
ど
都
城
」
を
確
認
く

だ
さ
い
。

地元へのＵターンを
応援します！

地元へのＵターンを
応援します！

Web相談
予約ページ
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　長年、社員の高齢化や人手不足が課題で、求
人を出しても反応がない時期が続く中、県外で
経験を積んだ息子と娘がUターンで戻ってき
たことが転機となりました。２人を中心に、古
い制度の見直しや、完全週休二日制の導入、デ
ジタル化による業務改善などを進めた結果、社
内の雰囲気が大きく変わりました。
　採用方法の見直しや情報発信にも力を入れ、
市の移住支援制度が大きな後押しになり、１年
半で24人（うち移住者10人）の採用に成功し、
会社の中核となる30代・40代も大幅に増えまし
た。この制度のおかげで、都市部で経験を積ん
だ優秀な人材を呼び込むことができたと思いま
す。彼らは、それぞれが培ってきた知識や経験
を持ち込み、会社全体に活気をもたらしてくれ
ています。このような変化が地域に広がると、
都城全体の元気にもつながるのではないでしょ
うか。今後もこの移住支援制度を継続してもら
うことで、都城市に暮らす私たちみんなの未来
が明るいものになることを願っています。

　製材業を営む弊社では、ＣＡＤオペレーター
などの専門職や機械操作の資格職の人材不足が
課題でした。地元で就職する学生も減る中で希
望を見出したのは、即戦力で定着率も高いＵ
ターン採用。市の移住支援策と弊社の採用活動
がマッチし、２年半で23人の移住者雇用につな
がりました。配偶者の地元である都城に、家族
でＵターンしたという社員も多くいます。
　今年は人事評価制度を大きく見直し、社員の
頑張りを定期昇給で適正に反映する仕組みを構
築。関西出身の社員が新たな視点のアイデアを
出して活躍するなど、長く地元に住む私たちで
は思いつかない発想や柔軟性を持つ移住者は貴
重な存在になっています。
　今後も、市には移住支援を継続して、市外か
らの人材の入り口を確保してもらうことを期待
しています。そして、雇用した社員たちが働き
続けたいと思える職場をつくるのは私たちの役
目。これからも会社一丸となって、働きやすい
環境づくりを追求していきます。

丸宮建設株式会社

代表取締役　河野　一治さん
持永木材株式会社

総務部室長　切畑　良朗さん

雇用を生み出す移住支援
　移住決断やその後の定住の決め手になるのは「仕事」です。本市では、移住・定住サポートセンターに雇用
コーディネーターを配置して、ハローワークの求人情報を基に就職支援などを行っていて、令和５年度は114
件、令和６年度は80件の新たな雇用が生まれています。
　今回は、働き手が不足する中で、移住者を積極的に採用する市内事業者の声を聞きました。

移住支援で広がる新しい未来 多彩な経験からの発想が大きな戦力に
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ト
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
移
住
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
者
に
合
っ
た
仕
事
探
し
を

お
手
伝
い
す
る
雇
用
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
地
元
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
通
じ

て
、
求
職
活
動
か
ら
面
接
、
就
職
ま
で
を

継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
一
人
一
人
の
相
談

に
丁
寧
に
対
応
し
、
移
住
を
検
討
し
て
い

る
皆
さ
ん
の
不
安
や
疑
問
を
解
消
し
て
い

ま
す
。

遠
方
か
ら
の
相
談
も
Ｏ
Ｋ

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
窓
口
で
の
相
談
対

応
の
ほ
か
、
遠
方
の
移
住
検
討
者
が
気
軽

に
相
談
で
き
る
よ
う
、
電
話
や
メ
ー
ル
は

も
ち
ろ
ん
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ウ
ェ
ブ
会
議
シ

ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
使
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
気
軽
に
相
談
が
で
き
る
た

め
、
移
住
に
向
け
た
準

備
を
万
全
に
整
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

充
実
の
移
住
支
援
策

　
移
住
前
に
、
住
ま
い
や
仕
事
探
し
の
た

め
に
本
市
を
訪
れ
る
人
を
対
象
に
、
宿
泊

費
や
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
料
の
一
部
を
助
成

す
る
「
お
試
し
滞
在
制
度
」
が
利
用
で
き

ま
す
。
車
の
運
転
に
不
慣
れ
な
人
に
は
、

移
住
後
の
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
費

用
一
部
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
支
援
策
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
特
設
サ
イ
ト
「
住
め
ば

住
む
ほ
ど
都
城
」
を
確
認
く

だ
さ
い
。

地元へのＵターンを
応援します！

地元へのＵターンを
応援します！

Web相談
予約ページ
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　長年、社員の高齢化や人手不足が課題で、求
人を出しても反応がない時期が続く中、県外で
経験を積んだ息子と娘がUターンで戻ってき
たことが転機となりました。２人を中心に、古
い制度の見直しや、完全週休二日制の導入、デ
ジタル化による業務改善などを進めた結果、社
内の雰囲気が大きく変わりました。
　採用方法の見直しや情報発信にも力を入れ、
市の移住支援制度が大きな後押しになり、１年
半で24人（うち移住者10人）の採用に成功し、
会社の中核となる30代・40代も大幅に増えまし
た。この制度のおかげで、都市部で経験を積ん
だ優秀な人材を呼び込むことができたと思いま
す。彼らは、それぞれが培ってきた知識や経験
を持ち込み、会社全体に活気をもたらしてくれ
ています。このような変化が地域に広がると、
都城全体の元気にもつながるのではないでしょ
うか。今後もこの移住支援制度を継続してもら
うことで、都城市に暮らす私たちみんなの未来
が明るいものになることを願っています。

　製材業を営む弊社では、ＣＡＤオペレーター
などの専門職や機械操作の資格職の人材不足が
課題でした。地元で就職する学生も減る中で希
望を見出したのは、即戦力で定着率も高いＵ
ターン採用。市の移住支援策と弊社の採用活動
がマッチし、２年半で23人の移住者雇用につな
がりました。配偶者の地元である都城に、家族
でＵターンしたという社員も多くいます。
　今年は人事評価制度を大きく見直し、社員の
頑張りを定期昇給で適正に反映する仕組みを構
築。関西出身の社員が新たな視点のアイデアを
出して活躍するなど、長く地元に住む私たちで
は思いつかない発想や柔軟性を持つ移住者は貴
重な存在になっています。
　今後も、市には移住支援を継続して、市外か
らの人材の入り口を確保してもらうことを期待
しています。そして、雇用した社員たちが働き
続けたいと思える職場をつくるのは私たちの役
目。これからも会社一丸となって、働きやすい
環境づくりを追求していきます。

丸宮建設株式会社

代表取締役　河野　一治さん
持永木材株式会社

総務部室長　切畑　良朗さん

雇用を生み出す移住支援
　移住決断やその後の定住の決め手になるのは「仕事」です。本市では、移住・定住サポートセンターに雇用
コーディネーターを配置して、ハローワークの求人情報を基に就職支援などを行っていて、令和５年度は114
件、令和６年度は80件の新たな雇用が生まれています。
　今回は、働き手が不足する中で、移住者を積極的に採用する市内事業者の声を聞きました。

移住支援で広がる新しい未来 多彩な経験からの発想が大きな戦力に



20広報 都城 令和７年12月号

12月10日は人権デー

人権週間
　12月10日は、国連が定めた人権デーです。日本では、この日
を最終日とする１週間を人権週間と定め、人権啓発活動に取り組
んでいます。この機会に人権について考えてみませんか。
 ◎問い合わせ　生涯学習課　☎23－9545

み
ん
な
の
大
切
な
権
利

　
人
権
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
誰
も

が
持
っ
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。
人
種

や
性
別
、
障
が
い
の
有
無
な
ど
に
関
係
な

く
、
全
て
の
人
が
等
し
く
尊
重
さ
れ
自
由

に
生
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
守

る
こ
と
で
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

社
会
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

受
賞
作
品
発
表
！
人
権
啓
発
標
語

　
市
教
育
委
員
会
が
７
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
人
権
啓
発
標
語
を
募
集
。
合
計
７
千

点
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

◉
最
優
秀
作
品

小
学
生
の
部

　
「
た
す
け
て
と　
思
う
こ
こ
ろ
は　
よ

わ
く
な
い
」 

　
庄
内
小
２
年　
川
畑
み
は
る
さ
ん

中
学
生
の
部

　
「『
こ
れ
が
普
通
』 

だ
れ
か
に
と
っ
て
は 

『
そ
れ
が
苦
痛
』」 

　
沖
水
中
２
年　
榎
田
美
玲
さ
ん

一
般
の
部　

　
「
見
上
げ
る
と　
す
べ
て
の
人
が　
同

じ
空
」

　
横
山
ル
ミ
さ
ん

※ 

最
優
秀
賞
や
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品

は
、
短
冊
を
作
成
し
学
校
や
地
区
公
民

館
な
ど
に
掲
示
し
ま
す
。
場
所
や
日
程

な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

　
人
権
問
題
は
決
し
て
、
自
分
以
外
の

「
誰
か
」
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子どもへの虐待やいじめ 高齢者を狙った悪徳商法
や地域からの孤立

女性差別や配偶者からの
暴力 障がい者への差別や偏見

言語や文化、宗教などへ
の差別や偏見

犯罪被害者やその家族へ
の心無いうわさや中傷

性自認・性的指向に対す
る差別や偏見

人
権
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ハ
ロ
ー
市
役
所

元
気
講
座
で
「
人
権
感
覚
を
磨
こ
う
」
と

題
し
た
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◉
講
師　
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
柿
木
裕
一
さ
ん

◉
内
容　
人
権
の
考
え
方
や
人
権
問
題

※ 

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い

　12月４日～10日は

思いやりの心が、人権を守る力に

　社会には、多くの人権問題が存在し
ます。しかし、一人一人が違いを認め、
互いを尊重する心を持つことで、誰も
が権利を守られる社会になります。
　ぜひ、講演会などの市の取り組みに
参加し、人権について一緒に考えてみ
ませんか。

その他 個人情報の流出や
プライバシーの侵害など

社会教育指導員
柿木　裕一 さん

「
誰
か
」の
こ
と
　
じ
ゃ
な
い
。
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年末年始のごみなどの収集

収集地域 12/27 ㈯・
　28㈰

12/29
㈪

12/30
㈫

12/31 ㈬～
１/4㈰

1/5
㈪

本
庁
管
内

月・木曜日

収
集
な
し

可燃

収
集
な
し

可燃
火・金曜日 可燃
資源ごみ 庄内・西岳

総
合
支
所
管
内

山之口 可燃 可燃

高城 可燃 資源１
※第１～８自治公民館 可燃

山田 可燃 可燃

高崎
資源 1

※  資源ごみ（びん類以外）、
危険ごみ（スプレー缶類）

可燃・資源 2
※ 資源ごみ（びん類）・有害ごみ、
危険ごみ（スプレー缶類以外）

環境業務課　☎24-5560　※24時間ごみ収集情報　☎22-5374

可燃（燃やせるごみ）・資源ごみ収集日　※不燃（燃やせないごみ）の収集はありません

市道の動物の死骸収集
【収集時間】８時30分～17時15分

12/31 ㈬～１/4㈰ ㈱エコロ
☎ 090-6295-7752

し尿収集
12月12日㈮受付分まで年内に収集

12/27 ㈯ 緊急に備え、当番が待機
12/28 ㈰・29㈪ 休業
12/30 ㈫ 緊急に備え、当番が待機
12/31 ㈬ 緊急に備え、当番が待機
1/1 ㈭・2㈮ 休業
1/3 ㈯ 緊急に備え、当番が待機
1/4 ㈰ 休業
1/5 ㈪ 通常どおり収集

㈱都城北諸県地区清掃公社　☎38-0234

市道以外の動物の死骸収集

国道 10号 国土交通省
☎ 0985-69-3697

国道 10号以外の国道 都城土木事務所
☎ 23-5853県　　道

施設への直接搬入の処分料金

施　設 一般家庭 処分料金（税込み） 問い合わせ

クリーンセンター 燃やせるごみ、
燃やせる粗大ごみ

１回につき 50㎏までごとに 250円
犬・猫死体１体につき 500円 ☎ 45-6677

リサイクルプラザ 燃やせないごみ、資源ごみ、
燃やせない粗大ごみ １回につき 300㎏以下無料　

※ 20㎏超過ごとに 110円

☎ 36-3900

一般廃棄物
最終処分場

埋め立てごみ
(がれき・焼却灰など ) ☎ 36-3653

施設に直接搬入できる日
【受入時間】８時30分～16時30分（12時～13時を除く）　○開設　×閉設

施設 12/27
㈯

12/28
㈰

12/29
㈪

12/30
㈫

12/31 ㈬
～ 1/3 ㈯

1/4
㈰

1/5
㈪

クリーンセンター × 〇 〇 〇 × 〇 〇
リサイクルプラザ × 〇 〇 〇 × 〇 〇

一般廃棄物最終処分場 × 〇 × 〇 × 〇 ×
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社
会
教
育
功
績
者
・
優
良
団
体

◉
推
薦
部
門
・
対
象

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

の
推
薦
調
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
参
考
資
料
を
添
え

て
１
月
９
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課

☎
23
–
９
５
４
５

催
　
し

都
城
広
域
定
住
自
立
圏
構
想
協
議
会
事
業

道
の
駅
・
物
産
館
周
遊
デ
ジ
タ
ル

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
無
料
）

◉
期
間　
１
月
31
日
㈯
ま
で

◉
対
象　
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
、

道
の
駅
山
之
口
、
星
の
駅
た
か
ざ
き
、
三

股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や
、
道
の
駅
す
え

よ
し
、
道
の
駅
お
お
す
み
弥
五
郎
伝
説
の

里
、
道
の
駅
た
か
ら
べ
、
志
布
志
市
特
産

品
販
売
所
港
湾
通
り

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

総
合
政
策
課　
☎
23
–
７
１
６
１

◉
募
集
科
目　
①
３
Ｄ
–
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
、
②

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、
③
商
業
デ
ザ
イ
ン

科
、
④
Ｏ
Ａ
事
務
科
、
⑤
流
通
ビ
ジ
ネ
ス

科
（
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
含
む
）、
⑥
総

合
実
務
科
、
⑦
職
域
開
発
科

◉
訓
練
期
間　
１
年
（
②
は
２
年
、
⑦
は

６
カ
月
）

◉
定
員　
①
〜
④
20
人
、
⑤
30
人
（
う
ち

５
人
は
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）、
⑥
15

人
、
⑦
10
人

◉
募
集
期
間　
１
月
８
日
㈭
ま
で

◉
入
校
日　
４
月
９
日
㈭

※ 

詳
し
く
は
、
同
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

 

☎
０
９
３
–
７
４
１
–
５
４
３
１　

 

℻   

０
９
３
–
７
４
１
–
１
３
４
０　

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者

◉
日
程　
５
月
10
日
㈰

◉
場
所　
霧
島
酒
造
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
都
城
ほ
か

◉
個
人
競
技
部
門

﹇
身
体
・
知
的
﹈
陸
上
競
技
、
水
泳
、
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、﹇
身
体
・
知
的
・

精
神
﹈
卓
球
、[

身
体
﹈
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、

﹇
知
的
﹈
ボ
ウ
リ
ン
グ
、﹇
肢
体
不
自
由
で

座
位
・
立
位
の
み
﹈
ボ
ッ
チ
ャ

◉
団
体
競
技
部
門

﹇
精
神
﹈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

１
月
30
日
㈮
ま
で
に
障
が
い
福
祉
課

☎
23
–
２
９
８
０

◉
対
象　
読
書
や
学
校
図
書
館
運
営
に
興

味
や
関
心
の
あ
る
人

◉
定
員
・
勤
務
地
・
勤
務
時
間

◉
報
酬　
日
額
５
９
７
０
円
〜
６
３
８
０

円
（
勤
務
経
験
な
ど
に
よ
る
）

※ 
条
例
、
規
則
な
ど
の
定
め
に
よ
り
通
勤

手
当
な
ど
の
諸
手
当
を
支
給

◉
選
考
方
法　
書
類
選
考
、
個
別
面
接
、

作
成
掲
示
物
の
審
査
な
ど

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

①
は
12
月
15
日
㈪
ま
で
に
履
歴
書
と

在
留
カ
ー
ド
の
写
し
、
③
は
１
月
７
日
㈬

ま
で
に
履
歴
書
を
学
校
教
育
課
に
持
参

☎
23
–
９
５
４
４

②
は
12
月
15
日
㈪
〜
26
日
㈮
に
職
員
課

（
〒
885
–
８
５
５
５
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

☎
23
–
２
１
１
９

令
和
８
年
度

国
立
県
営
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
訓
練
生

　
寮
が
あ
る
た
め
、
県
外
の
人
も
入
校
で

き
ま
す
。
施
設
見
学
も
可
能
で
す
。

令
和
８
年
度
採
用
予
定

会
計
年
度
任
用
職
員

【
①
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）】

◉
対
象　
市
内
ま
た
は
市
周
辺
に
在
住
の

母
国
語
や
公
用
語
が
英
語
の
外
国
人
、
ま

た
は
現
代
の
標
準
的
な
発
音
や
リ
ズ
ム
、

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
英
語
を
身
に
付
け

て
い
て
英
語
母
語
話
者
と
同
等
の
優
れ
た

語
学
力
を
有
す
る
人

◉
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

◉
勤
務
地　
市
内
の
小
・
中
学
校

◉
勤
務
時
間　
月
〜
金
曜
日
の
８
時
30
分

〜
12
時
30
分（
１
日
４
時
間
・
週
20
時
間
）

◉
報
酬　
時
給
２
６
３
０
円

◉
選
考
方
法　
個
別
面
接
、
模
擬
授
業

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

【
②
障
が
い
者
対
象
】

◉
試
験
案
内
の
配
布　
職
員
課
、
市
役
所

１
階
総
合
案
内
、
消
防
局
総
務
課
、
各
総

合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

市
立
図
書
館
で
配
布
中

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
試
験

　
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
試

　
験
案
内
を
確
認
く
だ
さ
い

【
③
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
】

◉
内
容　
学
校
図
書
館
運
営
補
助
や
児
童・

生
徒
へ
の
読
み
聞
か
せ
、
授
業
サ
ポ
ー
ト

な
ど

社
会
教
育
功
績
者
表
彰

市
内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
に
所
属
し
、

15
年
以
上
、
社
会
教
育
の
振
興
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
そ
の
業
績
が
全
市
的
に
認

め
ら
れ
る
人

社
会
教
育
関
係
優
良
団
体
表
彰

市
内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
で
、
自
主
財

源
に
よ
る
運
営
と
10
年
以
上
に
わ
た
る
活

動
が
あ
り
、
そ
の
業
績
が
全
市
的
に
認
め

ら
れ
他
の
模
範
と
な
る
団
体

小
学
校

９
人
程
度　
市
内
の
小
学
校
（
１
〜
２
校
）

火
〜
金
曜
日
の
８
時
〜
15
時
の
う
ち
１
日

５
時
間
（
週
20
時
間
）

中
学
校

２
人
程
度　
市
内
の
中
学
校
（
２
〜
３
校
）

月
〜
金
曜
日
の
８
時
〜
15
時
の
う
ち
１
日

５
時
間
（
週
25
時
間
）

募
　
集

テレビ番組の
案内

◆BTVケーブルテレビ(デジタル111ch)
「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6:50 ～　②11:50 ～　③16:50 ～　④20:50 ～　⑤22:50 ～

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

23 Miyakonojo City Public Relatio㎱    2025.12

子育て支援センター
今月のオススメ行事
※ その他の行事は、子育て支援センター
のホームページでも確認できます

NPOのイベント情報
※詳しくは、市ホームページを確認ください

I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

霧
氷
の
韓
国
岳
登
山

◉
日
時　
12
月
21
日
㈰　
９
時
〜
15
時

※
８
時
30
分
受
付

◉
集
合
場
所　
え
び
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

（
え
び
の
市
末
永
）　

◉
対
象
・
定
員　
小
学
生
以

上　
20
人

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。
申
し
込
み
順

◉
費
用　
千
円
（
保
険・ガ
イ
ド
料
含
む
）

※
高
校
生
以
下
３
０
０
円

◉
そ
の
他　
登
山
に
適
し
た
服
装
で
、
雨

具
や
水
筒
、
弁
当
な
ど
を
持
参

12
月
19
日
㈮
ま
で
に
そ
お
・
み
や
こ

ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
（
宮
川
）

☎
０
９
０
–
３
７
９
７
–
３
８
４
５

わ
け
も
ん
の
主
張
（
無
料
）

　
18
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の
若
者
た
ち
が
、

政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と

や
願
う
こ
と
な
ど
を
題
材
に
し
て
発
表
し

ま
す
。
会
場
で
若
者
た
ち
の
熱
い
思
い
に

耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
12
月
20
日
㈯　
10
時
〜
12
時

◉
場
所　
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

　
☎
23
–
７
８
６
４

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◉
日
程
・
内
容
・
出
演

12
／
９
㈫

フ
ル
ー
ト
・
サ
ッ
ク
ス

カ
ラ
フ
ル
コ
ー
ド

◉
時
間　
12
時
20
分
〜

◉
場
所　
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

文
化
振
興
財
団　
☎
23
–
７
１
４
０

チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
オ
ー
ク
（
無
料
）

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
軸
と
し
た
運
動
や
ニュー

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
12
月
13
日
㈯　
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

◉
場
所　
都
城
運
動
公
園
屋
内
競
技
場

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
政
策
課　

☎
23
–
９
５
４
６

み
や
こ
ん
じ
ょ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
無
料
）

　
防
災
や
食
の
ブ
ー
ス
、
学
生
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
12
月
21
日
㈰　
10
時
〜
15
時

◉
場
所　

M

マ

ル

マ

ル

allm
all

ま
ち
な
か
広
場
、

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
、
未
来
創
造
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
25
–
７
３
１
８

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ

11
ぴ
き
の
ね
こ
と
ぶ
た

　
人
気
絵
本
「
11
ぴ
き
の
ね
こ
」
シ
リ
ー

ズ
第
３
作
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
人
形

劇
で
届
け
ま
す
。

◉
日
時　
12
月
21
日
㈰　
13
時
開
演

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
費
用　
一
般
２
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
１
２
０
０
円

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
☎
23
–
７
１
９
０

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

池
坊
い
け
ば
な
体
験
会

◉
日
時　
12
月
27
日
㈯　
10
時
〜
12
時

◉
場
所　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

◉
定
員　
15
人　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
３
千
円
（
花
材
代
）

池
坊
都
城
中
央
支
部
（
竹
内
）

　
　
☎
０
８
０
–
３
３
４
２
–
０
６
４
５

テレビ番組の
案内

◆MRTテレビ(デジタル６ch)
「幸せ上々みやこのじょう」　毎週水曜日
18:55 ～ 19：00

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
ふたごの会
●日時　１/19㈪　10時～11時30分
※要申し込み
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
０歳の赤ちゃんroom
●日時　12/25㈭　10時～11時45分
山田地域子育て支援センター　☎64-3171
クリスマスコンサート
●日時　12/18㈭　10時～11時
●定員　10組　※申し込み順
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587
助産師えりこ先生の子育てサロン
●日時　12/19㈮　10時30分～11時30分
●定員　10組程度　※申し込み順
高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
リトミック
●日時　１/14㈬　10時30分～11時30分
●定員　７組　※申し込み順

みやこんじょ弁検定（無料）　※要申し込み
●日時　２/11㈬　10時～
●場所　「道の駅」都城NiQLL
●定員　100人

よかまちLABO（杉村）
　　☎080-1706-8935

政治 選挙
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子育て支援センター
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※ その他の行事は、子育て支援センター
のホームページでも確認できます

NPOのイベント情報
※詳しくは、市ホームページを確認ください

I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

霧
氷
の
韓
国
岳
登
山

◉
日
時　
12
月
21
日
㈰　
９
時
〜
15
時

※
８
時
30
分
受
付

◉
集
合
場
所　
え
び
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

（
え
び
の
市
末
永
）　

◉
対
象
・
定
員　
小
学
生
以

上　
20
人

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。
申
し
込
み
順

◉
費
用　
千
円
（
保
険・ガ
イ
ド
料
含
む
）

※
高
校
生
以
下
３
０
０
円

◉
そ
の
他　
登
山
に
適
し
た
服
装
で
、
雨

具
や
水
筒
、
弁
当
な
ど
を
持
参

12
月
19
日
㈮
ま
で
に
そ
お
・
み
や
こ

ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
（
宮
川
）

☎
０
９
０
–
３
７
９
７
–
３
８
４
５

わ
け
も
ん
の
主
張
（
無
料
）

　
18
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の
若
者
た
ち
が
、

政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と

や
願
う
こ
と
な
ど
を
題
材
に
し
て
発
表
し

ま
す
。
会
場
で
若
者
た
ち
の
熱
い
思
い
に

耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
12
月
20
日
㈯　
10
時
〜
12
時

◉
場
所　
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

　
☎
23
–
７
８
６
４

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◉
日
程
・
内
容
・
出
演

12
／
９
㈫

フ
ル
ー
ト
・
サ
ッ
ク
ス

カ
ラ
フ
ル
コ
ー
ド

◉
時
間　
12
時
20
分
〜

◉
場
所　
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

文
化
振
興
財
団　
☎
23
–
７
１
４
０

チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
オ
ー
ク
（
無
料
）

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
軸
と
し
た
運
動
や
ニュー

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
12
月
13
日
㈯　
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

◉
場
所　
都
城
運
動
公
園
屋
内
競
技
場

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
政
策
課　

☎
23
–
９
５
４
６

み
や
こ
ん
じ
ょ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
無
料
）

　
防
災
や
食
の
ブ
ー
ス
、
学
生
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
12
月
21
日
㈰　
10
時
〜
15
時

◉
場
所　

M

マ

ル

マ

ル

allm
all

ま
ち
な
か
広
場
、

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
、
未
来
創
造
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
25
–
７
３
１
８

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ

11
ぴ
き
の
ね
こ
と
ぶ
た

　
人
気
絵
本
「
11
ぴ
き
の
ね
こ
」
シ
リ
ー

ズ
第
３
作
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
人
形

劇
で
届
け
ま
す
。

◉
日
時　
12
月
21
日
㈰　
13
時
開
演

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
費
用　
一
般
２
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
１
２
０
０
円

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
☎
23
–
７
１
９
０

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

池
坊
い
け
ば
な
体
験
会

◉
日
時　
12
月
27
日
㈯　
10
時
〜
12
時

◉
場
所　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

◉
定
員　
15
人　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
３
千
円
（
花
材
代
）

池
坊
都
城
中
央
支
部
（
竹
内
）

　
　
☎
０
８
０
–
３
３
４
２
–
０
６
４
５

テレビ番組の
案内

◆MRTテレビ(デジタル６ch)
「幸せ上々みやこのじょう」　毎週水曜日
18:55 ～ 19：00

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
ふたごの会
●日時　１/19㈪　10時～11時30分
※要申し込み
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
０歳の赤ちゃんroom
●日時　12/25㈭　10時～11時45分
山田地域子育て支援センター　☎64-3171
クリスマスコンサート
●日時　12/18㈭　10時～11時
●定員　10組　※申し込み順
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587
助産師えりこ先生の子育てサロン
●日時　12/19㈮　10時30分～11時30分
●定員　10組程度　※申し込み順
高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
リトミック
●日時　１/14㈬　10時30分～11時30分
●定員　７組　※申し込み順

みやこんじょ弁検定（無料）　※要申し込み
●日時　２/11㈬　10時～
●場所　「道の駅」都城NiQLL
●定員　100人

よかまちLABO（杉村）
　　☎080-1706-8935

政治 選挙
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い
き
い
き
長
寿
課
主
催
の
教
室

【
①
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
体
験
会

（
無
料
）】

◉
日
時　
①
１
月
６
日
㈫
、
②
１
月
29
日

㈭　
10
時
15
分
〜
11
時
45
分　
※
10
時
受

付◉
場
所　
①
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
、

②
五
十
市
地
区
公
民
館

◉
対
象　
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
市
民

◉
定
員　
各
回
20
人　
※
申
し
込
み
順

◉
そ
の
他　
運
動
に
適
し
た
服
装
と
靴

（
②
は
室
内
シ
ュ
ー
ズ
）で
、
飲
み
物
と
タ

オ
ル
を
持
参

【
②
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
（
無
料
・
全
３

回
）】

◉
日
時　
１
月
７
日
㈬
・
10
日
㈯
・
14
日

㈬　
10
時
〜
12
時

◉
場
所　
庄
内
地
区
公
民
館

◉
対
象
・
定
員　
全
て
の
回
に
参
加
で
き

る
高
齢
者　
各
回
20
人　
※
申
し
込
み
順

◉
内
容　
①
栄
養
や
口
腔
に
関
す
る
講
話
、

②
簡
単
な
運
動
体
験
や
握
力
測
定
、
③
こ

け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
体
験

◉
そ
の
他　
運
動
に
適
し
た
服
装
と
靴
で
、

飲
み
物
と
タ
オ
ル
を
持
参

電
話
ま
た
は
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
い
き
い
き
長
寿
課　
☎
23
–
３
１
８
４

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
☎
58
–
６
１
５
０

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

◉
科
目
・
日
時
・
受
講
料
・
開
講
日

各
開
講
日
の
10
日
前
ま
で
に
都
城
地

域
高
等
職
業
訓
練
校　
☎
23
–
２
３
１
６

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
都
城

新
春
チ
ャ
リ
テ
ィ
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

◉
日
時　
１
月
10
日
㈯　
14
時
開
演

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
定
員　
２
９
３
人

◉
費
用　
一
般
２
千
円
、
高
校
生
以
下
千

円

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
都
城
（
吉
松
）

　
　
☎
０
９
０
–
１
９
２
６
–
３
１
１
７

千
田
嘉よ
し
博ひ

ろ
先
生
が
語
る
！

そ
の
城
の
名
は
都
城
‼
〜
城
が
語
る

都
城
盆
地
の
中
世
〜
（
無
料
）

◉
日
時　
１
月
18
日
㈰

　
　
　
　
15
時
〜
17
時
30
分

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
定
員　
２
９
３
人　
※
申
し
込
み
順

12
月
15
日
㈪
〜
１
月
７

日
㈬
に
電
話
ま
た
は
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
文
化
財
課

☎
23
–
９
５
４
７

講
座
・
教
室

陶
芸
工
房
「
幸ゆ

き

の
陶と

う

」
陶
芸
教
室

◉
内
容
・
日
時
・
製
作
時
間
・
費
用

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

き
ら
り
体
験
教
室

◉
日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用
・
持
参
物

12
月
19
日
㈮
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　
☎
23
–
２
０
０
１

若
年
性
認
知
症
本
人
交
流
会

◉
日
時　
１
月
10
日
㈯　
10
時
〜
12
時　

◉
場
所　
ふ
ら
〜
っ
と
カ
フ
ェ
（
若
葉
町
）

◉
対
象　
若
年
性
認
知
症
本
人
や
家
族
、

支
援
者
、
協
力
機
関
の
職
員
な
ど

◉
費
用　
支
援
者
や
協
力
機
関
の
職
員
は

３
０
０
円

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
宮
崎
県
支
部

（
増
田
）

☎
０
８
０
–
８
０
８
４
–
９
７
２
２

マ
グ
カ
ッ
プ
作
り

12
／
１
㈪
〜
28
㈰　
※
水
曜
日
除
く

10
時
〜　
60
分
程
度　
１
５
０
０
円

は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
（
全
12
回
）

毎
週
月
・
木
曜
日　
19
時
〜
21
時　
３
万
円

１
／
８
㈭　
※
３
人
以
上
で
開
講

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科
（
全
10
回
）

①
隔
週
金
曜
日
、
②
隔
週
土
曜
日　
９
時
〜

12
時　
２
万
３
千
円　
①
１
／
９
㈮
、

②
１
／
10
㈯　
※
定
員
①
２
人
、
②
３
人

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
入
門
（
全
12
回
）

毎
週
土
曜
日　
10
時
〜
12
時　
３
万
円　

１
／
10
㈯　
※
３
人
以
上
で
開
講

洋
裁
科
（
①
全
12
回
・
②
全
20
回
）

①
隔
週
土
曜
日　
９
時
〜
12
時
30
分
、

②
毎
週
木
曜
日　
９
時
30
分
〜
15
時

①
２
万
３
千
円
、
②
５
万
円　
①
１
／
10

㈯
、
②
１
／
15
㈭　
※
定
員
①
②
３
人
。
申

し
込
み
順

着
付
科
（
全
10
回
）

毎
週
木
曜
日　
①
13
時
〜
15
時
、
②
19
時
〜

21
時　
１
万
８
千
円　
１
／
15
㈭

手
編
科
（
全
20
回
）

毎
週
火
曜
日　
10
時
〜
15
時

３
万
５
千
円　
１
／
20
㈫

初
め
て
の
方
で
も
安
心
イ
ス
ヨ
ガ
（
午
前
）

１
／
７
㈬
・
21
㈬
、
２
／
４
㈬
・
18
㈬
、
３

／
４
㈬
、
４
／
１
㈬
・
15
㈬
・
29
㈬
、
５
／

６
㈬
・
20
㈬　
10
時
〜
11
時　
妻
ケ
丘
地
区

公
民
館　
10
人　
※
５
人
以
上
で
開
催　
５

千
円　
飲
み
物
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

初
め
て
の
方
で
も
安
心
イ
ス
ヨ
ガ
（
午
後
）

１
／
12
㈪
・
26
㈪
、
２
／
９
㈪
・
23
㈪
、
３

／
９
㈪
・
30
㈪
、
４
／
13
㈪
・
27
㈪
、
５
／

11
㈪
・
25
㈪　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分　
沖

水
地
区
公
民
館　
10
人　
※
５
人
以
上
で
開

催　
５
千
円　
飲
み
物
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル

無
添
加
ご
ま
味
噌
の
鍋
（
指
導
者
に
よ
る

実
演
教
室
・
試
食
あ
り
）

１
／
22
㈭　
13
時
〜
15
時　
沖
水
地
区
公
民

館　
10
人　
※
５
人
以
上
で
開
催　
千
円　

筆
記
用
具

ラジオ番組の
案内

◆MRTラジオ(ワイドFM90.4MHz)
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週月～金曜日(祝日を除く)　15:30 ～ 15:45

催
　
し

コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー

12
月
の
毎
週
日
曜
日　
13
時
〜

90
分
程
度　
２
５
０
０
円

旬な情報をさまざまな SNSで発信しています

①申し込みフォーム

②申し込みフォーム
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日
㈫
は
９
時
〜
12
時

◉
場
所　
か
か
し
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◉
定
員　
20
人　
※
申
し
込
み
順

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
電
話
で
か
か
し
の
里

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

☎
64
–
３
８
８
８

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

◉
日
時　
１
月
30
日
㈮　

①
10
時
〜
12
時
、
②
14
時
〜
15
時
30
分

◉
場
所　

M
allm

all

ま
ち
な
か
キ
ッ
チ
ン

◉
対
象
・
定
員　
市
内
在
住
で
１
歳
未
満

の
乳
児
が
い
る
保
護
者　
各
12
組

※ 

子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
可
能
。
申
し
込

　
み
順市

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
36
–
５
６
６
１

相
　
談

土
曜
日
公
証
相
談
（
無
料
）

　
遺
言
や
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
尊
厳

死
宣
言
、
死
後
事
務
委
任
契
約
、
金
銭
賃

借
契
約
、
離
婚
給
与
契
約
な
ど
の
公
正
証

書
作
成
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時　
12
月
27
日
㈯　
９
時
〜
17
時

※
要
申
し
込
み

◉
場
所　
都
城
公
証
人
役
場
（
前
田
町
）

都
城
公
証
人
役
場

　
　
☎
22
–
１
８
０
４

30
分
〜
15
時
30
分

◉
場
所　
都
城
島
津
伝

承
館

◉
定
員　
20
人　

※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
千
円

12
月
９
日
㈫
〜
１
月
７

日
㈬
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
電
話
で
都
城
島
津
邸

☎
23
–
２
１
１
６

刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育

講
習
（
無
料
）

◉
日
時　
１
月
21
日
㈬　
9
時
〜
17
時

◉
場
所　
老
人
い
こ
い
の
家
（
郡
元
町
）

◉
対
象　
令
和
８
年
３
月
31
日
時
点
で
満

60
歳
以
上
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
ま
た
は
入
会
を
検
討
し
て
い
る
市

内
在
住
の
人

◉
定
員　
10
人　
※
申
し
込
み
順

１
月
13
日
㈫
ま
で
に
都
城
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
セ
ン

タ
ー
（
〒
885
–
０
０
０
１　
下
長
飯
町
１

９
１
６
–
１
）へ
持
参
ま
た
は
郵
送
、フ
ァ

ク
ス

☎
25
–
１
０
０
０　
℻   

25
–
１
０
０
１

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者
教
室
（
無
料・

全
３
回
）

◉
日
時　
１
月
22
日
㈭
、
２
月
10
日
㈫
・

24
日
㈫　
９
時
15
分
〜
12
時　
※
２
月
24

「
道
の
駅
」都
城
Ｎ
ⅰ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
の
教
室

◉
場
所　
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

◉
日
時
・
定
員
・
費
用

◉
そ
の
他　
①
③
は
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
、
飲
み
物
、
②
④
は
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
ハ
ン
カ
チ
、
保
冷
バ
ッ
グ
を
持
参

※ 

申
し
込
み
順
。
詳
し
く
は
、

都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

②
は
12
月
26
日
㈮
、
④
は
１
月
２
日

㈮
、
①
③
は
開
催
日
前
日
ま
で
に
コ
コ
ニ

ク
ル
都
城

☎
38
–
５
５
２
９

都
城
島
津
邸
学
芸
員
に
よ
る

古
文
書
講
座
（
全
５
回
）

　
中
世
の
読
み
や
す
い
史
料
を
使
っ
て
古

文
書
を
楽
し
く
読
み
解
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
１
月
17
日
㈯
・
31
日
㈯
、
２
月

14
日
㈯
・
28
日
㈯
、
３
月
14
日
㈯　
13
時

空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
主
催

空
き
家
個
別
相
談
会
（
無
料
）

◉
日
時　
１
月
21
日
㈬
、
２
月
４
日
㈬
・

18
日
㈬　
９
時
〜
16
時
40
分

◉
場
所　
市
役
所
本
庁
舎

◉
対
象　
市
内
に
空
き
家
を
所
有
し
、
個

別
相
談
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

◉
定
員　
各
回
８
組　
※
申
し
込
み
順

12
月
25
日
㈭
ま
で
に
空
き
家
相
談
セ

ン
タ
ー　
☎
23
–
８
０
６
７

お
知
ら
せ

在
宅
高
齢
者
転
倒
予
防
住
宅
改
修
制
度

　
高
齢
者
が
転
倒
予
防
の
た
め
に
自
宅
を

改
修
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◉
対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
自
宅
で
生
活
す
る
65
歳
以
上
の
市
民

② 

要
介
護
、
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い

③ 

身
体
的
理
由
に
よ
り
住
宅
改
修
の
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る

④
介
護
保
険
料
や
市
税
の
滞
納
が
な
い

◉
助
成
額　
対
象
工
事
費
用
（
上
限
７
万

円
）
の
９
割

◉
そ
の
他　
工
事
後
の
申
請
は
対
象
外
の

た
め
、
改
修
前
に
必
ず
各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

い
き
い
き
長
寿
課　

　
　
☎
23
–
３
１
８
４

①
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

12
／
19
㈮　
10
時
〜
11
時　
10
人

５
０
０
円

②
ベ
ー
コ
ン
燻く

ん
製せ
い
教
室

１
／
９
㈮　
10
時
〜
16
時　
10
人

７
千
円

③
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
ス
ト
レ
ッ
チ

ポ
ー
ル

１
／
14
㈬　
18
時
30
分
〜
19
時
30
分

20
人　
５
０
０
円

④
ベ
ー
コ
ン
＆
ウ
イ
ン
ナ
ー
燻
製
教
室

１
／
16
㈮　
10
時
〜
16
時　
10
人

９
千
円
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日
㈫
は
９
時
〜
12
時

◉
場
所　
か
か
し
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◉
定
員　
20
人　
※
申
し
込
み
順

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
電
話
で
か
か
し
の
里

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

☎
64
–
３
８
８
８

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

◉
日
時　
１
月
30
日
㈮　

①
10
時
〜
12
時
、
②
14
時
〜
15
時
30
分

◉
場
所　

M
allm

all

ま
ち
な
か
キ
ッ
チ
ン

◉
対
象
・
定
員　
市
内
在
住
で
１
歳
未
満

の
乳
児
が
い
る
保
護
者　
各
12
組

※ 

子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
可
能
。
申
し
込

　
み
順市

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
36
–
５
６
６
１

相
　
談

土
曜
日
公
証
相
談
（
無
料
）

　
遺
言
や
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
尊
厳

死
宣
言
、
死
後
事
務
委
任
契
約
、
金
銭
賃

借
契
約
、
離
婚
給
与
契
約
な
ど
の
公
正
証

書
作
成
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時　
12
月
27
日
㈯　
９
時
〜
17
時

※
要
申
し
込
み

◉
場
所　
都
城
公
証
人
役
場
（
前
田
町
）

都
城
公
証
人
役
場

　
　
☎
22
–
１
８
０
４

30
分
〜
15
時
30
分

◉
場
所　
都
城
島
津
伝

承
館

◉
定
員　
20
人　

※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
千
円

12
月
９
日
㈫
〜
１
月
７

日
㈬
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
電
話
で
都
城
島
津
邸

☎
23
–
２
１
１
６

刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育

講
習
（
無
料
）

◉
日
時　
１
月
21
日
㈬　
9
時
〜
17
時

◉
場
所　
老
人
い
こ
い
の
家
（
郡
元
町
）

◉
対
象　
令
和
８
年
３
月
31
日
時
点
で
満

60
歳
以
上
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
ま
た
は
入
会
を
検
討
し
て
い
る
市

内
在
住
の
人

◉
定
員　
10
人　
※
申
し
込
み
順

１
月
13
日
㈫
ま
で
に
都
城
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
セ
ン

タ
ー
（
〒
885
–
０
０
０
１　
下
長
飯
町
１

９
１
６
–
１
）へ
持
参
ま
た
は
郵
送
、フ
ァ

ク
ス

☎
25
–
１
０
０
０　
℻   

25
–
１
０
０
１

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者
教
室
（
無
料・

全
３
回
）

◉
日
時　
１
月
22
日
㈭
、
２
月
10
日
㈫
・

24
日
㈫　
９
時
15
分
〜
12
時　
※
２
月
24

「
道
の
駅
」都
城
Ｎ
ⅰ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
の
教
室

◉
場
所　
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

◉
日
時
・
定
員
・
費
用

◉
そ
の
他　
①
③
は
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
、
飲
み
物
、
②
④
は
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
ハ
ン
カ
チ
、
保
冷
バ
ッ
グ
を
持
参

※ 

申
し
込
み
順
。
詳
し
く
は
、

都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

②
は
12
月
26
日
㈮
、
④
は
１
月
２
日

㈮
、
①
③
は
開
催
日
前
日
ま
で
に
コ
コ
ニ

ク
ル
都
城

☎
38
–
５
５
２
９

都
城
島
津
邸
学
芸
員
に
よ
る

古
文
書
講
座
（
全
５
回
）

　
中
世
の
読
み
や
す
い
史
料
を
使
っ
て
古

文
書
を
楽
し
く
読
み
解
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
１
月
17
日
㈯
・
31
日
㈯
、
２
月

14
日
㈯
・
28
日
㈯
、
３
月
14
日
㈯　
13
時

空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
主
催

空
き
家
個
別
相
談
会
（
無
料
）

◉
日
時　
１
月
21
日
㈬
、
２
月
４
日
㈬
・

18
日
㈬　
９
時
〜
16
時
40
分

◉
場
所　
市
役
所
本
庁
舎

◉
対
象　
市
内
に
空
き
家
を
所
有
し
、
個

別
相
談
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

◉
定
員　
各
回
８
組　
※
申
し
込
み
順

12
月
25
日
㈭
ま
で
に
空
き
家
相
談
セ

ン
タ
ー　
☎
23
–
８
０
６
７

お
知
ら
せ

在
宅
高
齢
者
転
倒
予
防
住
宅
改
修
制
度

　
高
齢
者
が
転
倒
予
防
の
た
め
に
自
宅
を

改
修
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◉
対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
自
宅
で
生
活
す
る
65
歳
以
上
の
市
民

② 

要
介
護
、
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い

③ 

身
体
的
理
由
に
よ
り
住
宅
改
修
の
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る

④
介
護
保
険
料
や
市
税
の
滞
納
が
な
い

◉
助
成
額　
対
象
工
事
費
用
（
上
限
７
万

円
）
の
９
割

◉
そ
の
他　
工
事
後
の
申
請
は
対
象
外
の

た
め
、
改
修
前
に
必
ず
各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

い
き
い
き
長
寿
課　

　
　
☎
23
–
３
１
８
４

①
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

12
／
19
㈮　
10
時
〜
11
時　
10
人

５
０
０
円

②
ベ
ー
コ
ン
燻く

ん
製せ
い

教
室

１
／
９
㈮　
10
時
〜
16
時　
10
人

７
千
円

③
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
ス
ト
レ
ッ
チ

ポ
ー
ル

１
／
14
㈬　
18
時
30
分
〜
19
時
30
分

20
人　
５
０
０
円

④
ベ
ー
コ
ン
＆
ウ
イ
ン
ナ
ー
燻
製
教
室

１
／
16
㈮　
10
時
〜
16
時　
10
人

９
千
円



26広報 都城 令和７年12月号

【
①
胃
が
ん
検
診
、②
特
定
・
後
期
高
齢
者

健
診
、
③
肺
が
ん
検
診
、
④
大
腸
が
ん
検

診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
市
民

※ 

②
は
国
保
加
入
者
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
の
み
。
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

１
／
17
㈯

都
城
保
健
所

◉
受
付
時
間　
９
時
〜
11
時

◉
定
員　
①
56
人
、
②
各
70
人
、
③
④
な

し◉
検
診
料　
①
１
４
０
０
円
、
②
③
無
料
、

④
５
０
０
円

予
約
フ
ォ
ー
ム
、
電
話

ま
た
は
健
康
課
窓
口

☎
23
–
２
７
６
５

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
飛
散
防
止

　
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が
、
強
風
に
よ

り
鉄
塔
や
電
線
に
巻
き
付
く
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
家
庭
や
工
場
に
送
電
で
き

な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
飛
散
防
止
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
事
故
防
止
の

お
願
い
に
関
す
る
動
画
を

確
認
く
だ
さ
い

㈱
九
電
ハ
イ
テ
ッ
ク
宮
崎
支
社
送
電
グ

ル
ー
プ　
☎
０
９
８
５
–
26
–
９
０
５
３

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い
契
約
課　
☎
23
–
２
１
２
２

１
月
の
巡
回
が
ん
検
診
（
要
予
約
）

【
乳
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性
、
ま
た
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
者　
※
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

１
／
９
㈮

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

１
／
13
㈫
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

１
／
29
㈭

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
受
付
時
間　
①
９
時
30
分
〜
11
時
20
分
、

②
13
時
〜
15
時
20
分

◉
定
員　
①
24
人
、
②
30
人

◉
検
診
料　
２
千
円

【
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診
】

◉
対
象　
20
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性
、
ま
た
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
者
、
個
別
通
知
者　
※
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

１
／
13
㈫
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

◉
受
付
時
間　
①
９
時
30
分
〜
10
時
20
分
、

②
13
時
〜
13
時
50
分

◉
定
員　
①
80
人
、
②
50
人

◉
検
診
料　
千
円

②
12
月
５
日
㈮~

１
月
13
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◉
公
表
の
場
所　
①
健
康
課
、
②
環
境
政

策
課
・
下
水
道
課
、
①
②
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
本
館
１
階
）、各
総
合
支
所

地
域
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

①
健
康
課

☎
23
–
２
７
６
５　
℻   

23
–
４
８
４
６

kenkou@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

②
環
境
政
策
課

☎
23
–
２
１
３
０　
℻   

23
–
２
６
４
１

seikatu@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

令
和
８
・
９
年
度

競
争
入
札
参
加
資
格
の
定
期
受
け
付
け

◉
有
効
期
間　
令
和
８
年
４
月
１
日
㈬
〜

令
和
10
年
３
月
31
日
㈮

【
建
設
工
事
】

　
競
争
入
札
参
加
資
格
受
け
付
け
と
同
時

に
、
建
設
業
者
工
事
施
工
能
力
（
等
級
格

付
）
審
査
を
行
い
ま
す
。

◉
日
程　
１
月
７
日
㈬
〜
30
日
㈮
（
郵
送

の
場
合
は
１
月
28
日
㈬
必
着
）

◉
格
付
業
種　
①
土
木
一
式
工
事
、②
建
築

一
式
工
事
、
③
電
気
工
事
、
④
管
工
事
、

⑤
舗
装
工
事
、
⑥
水
道
施
設
工
事

◉
格
付
対
象　
市
内
に
本
店
が
あ
り
、
本

市
の
有
資
格
業
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
事
業
者

【
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
】

◉
日
程　
２
月
４
日
㈬
〜
25
日
㈬
（
郵
送

の
場
合
は
２
月
20
日
㈮
必
着
）

年
末
年
始
はM

allm
all

を
休
館
し

ま
す

◉
休
館
日　
12
月
29
日
㈪
〜
1
月
３
日
㈯

◉
対
象
施
設　
市
立
図
書
館
、
未
来
創
造

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン

タ
ー
、
ま
ち
な
か
広
場
、
中
核
施
設
附
帯

駐
車
場　

※ 

ウ
エ
ル
ネ
ス
パ
ー
キ
ン
グ
お
よ
び
中
央

バ
ス
待
合
所
は
通
常
通
り
営
業

商
工
政
策
課　
☎
23
–
２
９
８
３

　
生
涯
学
習
課　
☎
23
–
９
５
４
５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
市
で
は
、
①
都
城
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
の
改
定
、
②
第
３

次
都
城
市
生
活
排
水
対
策
総
合
計
画
の
策

定
に
当
た
り
、
広
く
意
見
を
求
め
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

◉
提
出
書
類　
公
表
の
場
所
で
配
布
す
る

「
意
見・情
報
提
出
書
」
を
提
出
く
だ
さ
い

◉
提
出
方
法　
住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体

名
を
記
入
し
、
封
書
で
①
健
康
課
、
②
環

境
政
策
課
（
〒
885
–
８
５
５
５
）
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
。
フ
ァ
ク
ス
や
メ
ー
ル
、
公

表
の
場
所
で
も
提
出
で
き
ま
す
。
住
所
や

氏
名
な
ど
の
記
載
が
な
い
意
見
に
対
し
て

は
、
市
の
考
え
を
公
表
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す　

◉
意
見
の
提
出
期
間

①
12
月
３
日
㈬
〜
１
月
８
日
㈭

お
知
ら
せ
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

月日 医療機関名 町名 電話番号

12/29
㈪

早水公園クリニック
（内・小・外・消・アレ） 早水町 36-6117
藤元上町病院（内） 上 町 23-4000
隅病院（内・胃） 高崎町 62-1100
野口脳神経外科 太郎坊町 47-1800
江夏整形外科クリニック
（整・リウ・リハ） 三股町 51-1122
吹上耳鼻咽喉科医院 鷹 尾 21-4133
是枝歯科医院 上水流町 36-2260

12/30
㈫

有馬医院（内・小） 上長飯町 23-2610
伊達クリニック（内・循） 牟田町 36-7088
やまさき医院（内） 都原町 25-7780
宗正病院（外） 八幡町 22-4380
ならはら皮膚科医院 志比田町 22-1455
西元眼科医院 中原町 25-8888
土持歯科医院 上川東 25-8148

12/31
㈬

山内小児科医院 上 町 22-0048
すみクリニック（内） 東 町 36-7701
佐々木医院（内） 高崎町 62-1103
まつもと心臓血管外科
クリニック（循外・内） 東 町 36-8926
ながはま整形外科 都北町 46-7188
いわよし耳鼻咽喉科クリニック 千 町 36-5555
あやべ歯科クリニック 金田町 38-8668

１/１
㈭

はしぐち小児科 都原町 24-5500
藤元総合病院（内） 早鈴町 22-1717
ホームクリニックみまた（内・呼） 三股町 52-1348
吉松病院（外・整） 蔵原町 25-1500
飯田整形外科クリニック 上 町 46-5115
野田医院（産・婦） 蔵原町 24-8553
今西歯科クリニック 高崎町 62-0108

１/２
㈮

志々目医院（内・小） 山之口町 57-2004
ゆうクリニック（内） 広原町 46-6100
田中隆内科（内・泌） 三股町 52-0301
福島外科胃腸科整形外科医院 都北町 38-1633
倉内整形外科病院 上 町 22-1252
よしだ眼科クリニック 三股町 77-8817
よしお歯科医院 吉尾町 36-7802

月日 医療機関名 町名 電話番号

１/３
㈯

政所医院（小・内） 高城町 58-2171
森山内科・脳神経外科（内） 南鷹尾町 21-5000
三州病院（内） 花繰町 22-0230
たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 22-8818
都城明生病院（泌） 金田町 38-1120
岩下耳鼻咽喉科 三股町 51-1187
いちご歯科 乙房町 51-4182

１/４
㈰

児玉小児科 花繰町 25-5570
坂元医院（内・胃） 牟田町 22-0360
都城在宅医療クリニック（内）南横市町 58-9808
もりやま脳神経外科 久保原町 21-6888
いのまた整形外科クリニック 五十町 36-6272
宮田眼科病院 蔵原町 22-1441
デンタルオフィス松田 鷹 尾 23-8055

１/11
㈰

ふくしまクリニック（内・消・小） 下川東 46-5001
瀬ノ口医院（内・消） 姫城町 25-5155
宇宿医院（内・胃・消） 栄 町 25-9031
安藤胃腸科外科医院（消・外・内） 豊満町 39-2226
なかむら整形外科クリニック 平江町 36-5333
中山産婦人科医院（産・婦） 前田町 23-8815
ほりのうちデンタルクリニック 志比田町 26-7222

１/12
㈪

仮屋医院（内・小） 上水流町 36-0521
宮永病院（内・胃・外） 松元町 22-2015
海老原内科 山田町 64-1211
野口脳神経外科 太郎坊町 47-1800
池之上整形外科（整・リハ・
リウ） 上川東 23-2311

やの耳鼻咽喉科 吉尾町 27-5222
もちなが歯科医院 早水町 51-5400

１/18
㈰

原田医院（内・小・外） 郡元町 26-3330
野辺医院（内・胃） 上 町 22-0153
大橋クリニック（内・消・リハ）庄内町 37-0539
ＭＫクリニック（脳） 早鈴町 51-6777
橘病院（整） 中 町 0570-01-7236
小山田眼科医院 松元町 22-0710
こうだい歯科 菖蒲原町 36-6480

12/29㈪ はやみず、ひまわり都城上町、つかさ（太郎
坊町）、みまたさくら、友愛（鷹尾）

12/30㈫ ハロー牟田町、そうごう都原、
ひまわり（志比田町）、中原町

12/31㈬ 上町おおた、東町マリンバ、アウルズ東町、
みやこ（都北町）、いわよし（千町）

１/１㈭ ウエスト（都原町）、サンライト三股、
上町おおた、日研（上町）

１/２㈮ なないろ（広原町）、都北町、
いざきNT（蔵原町）

１/３㈯ 高城、とまと都城（南鷹尾町）、ふれあい花繰、
そうごうたかお、三股マリンバ

１/４㈰
はなぐり、かじや牟田町、そうごう都原、
都城ドライブスルー（祝吉町）、サン久保原、
ひなた五十市（五十町）、くらはら、サン蔵原

１/11㈰ 姫城、とよみつ、アンジュ（平江町）、
かかりつけ支援センター（祝吉）

１/12㈪
そうごう志和池（上水流町）、プリマリー（牟
田町）、東原（山田町）、つかさ（太郎坊町）、
チェロ（上川東）、ケーアイ都城（吉尾町）

１/18㈰ 白山（郡元町）、あい上町、ふれあい庄内、早鈴マ
リンバ、オレンジ（中町）、セイシェル都城（松元町）

医療情報ネット

●休日当番薬局　※（　）内は町名

※診療機関は変更することがあります
　詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00　※歯科は17：00まで

◎便利な 医療情報ネット
（ナビイ）も利用ください
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月日 医療機関名 町名 電話番号

12/29
㈪

早水公園クリニック
（内・小・外・消・アレ） 早水町 36-6117
藤元上町病院（内） 上 町 23-4000
隅病院（内・胃） 高崎町 62-1100
野口脳神経外科 太郎坊町 47-1800
江夏整形外科クリニック
（整・リウ・リハ） 三股町 51-1122
吹上耳鼻咽喉科医院 鷹 尾 21-4133
是枝歯科医院 上水流町 36-2260

12/30
㈫

有馬医院（内・小） 上長飯町 23-2610
伊達クリニック（内・循） 牟田町 36-7088
やまさき医院（内） 都原町 25-7780
宗正病院（外） 八幡町 22-4380
ならはら皮膚科医院 志比田町 22-1455
西元眼科医院 中原町 25-8888
土持歯科医院 上川東 25-8148

12/31
㈬

山内小児科医院 上 町 22-0048
すみクリニック（内） 東 町 36-7701
佐々木医院（内） 高崎町 62-1103
まつもと心臓血管外科
クリニック（循外・内） 東 町 36-8926
ながはま整形外科 都北町 46-7188
いわよし耳鼻咽喉科クリニック 千 町 36-5555
あやべ歯科クリニック 金田町 38-8668

１/１
㈭

はしぐち小児科 都原町 24-5500
藤元総合病院（内） 早鈴町 22-1717
ホームクリニックみまた（内・呼） 三股町 52-1348
吉松病院（外・整） 蔵原町 25-1500
飯田整形外科クリニック 上 町 46-5115
野田医院（産・婦） 蔵原町 24-8553
今西歯科クリニック 高崎町 62-0108

１/２
㈮

志々目医院（内・小） 山之口町 57-2004
ゆうクリニック（内） 広原町 46-6100
田中隆内科（内・泌） 三股町 52-0301
福島外科胃腸科整形外科医院 都北町 38-1633
倉内整形外科病院 上 町 22-1252
よしだ眼科クリニック 三股町 77-8817
よしお歯科医院 吉尾町 36-7802

月日 医療機関名 町名 電話番号

１/３
㈯

政所医院（小・内） 高城町 58-2171
森山内科・脳神経外科（内） 南鷹尾町 21-5000
三州病院（内） 花繰町 22-0230
たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 22-8818
都城明生病院（泌） 金田町 38-1120
岩下耳鼻咽喉科 三股町 51-1187
いちご歯科 乙房町 51-4182

１/４
㈰

児玉小児科 花繰町 25-5570
坂元医院（内・胃） 牟田町 22-0360
都城在宅医療クリニック（内）南横市町 58-9808
もりやま脳神経外科 久保原町 21-6888
いのまた整形外科クリニック 五十町 36-6272
宮田眼科病院 蔵原町 22-1441
デンタルオフィス松田 鷹 尾 23-8055

１/11
㈰

ふくしまクリニック（内・消・小） 下川東 46-5001
瀬ノ口医院（内・消） 姫城町 25-5155
宇宿医院（内・胃・消） 栄 町 25-9031
安藤胃腸科外科医院（消・外・内） 豊満町 39-2226
なかむら整形外科クリニック 平江町 36-5333
中山産婦人科医院（産・婦） 前田町 23-8815
ほりのうちデンタルクリニック 志比田町 26-7222

１/12
㈪

仮屋医院（内・小） 上水流町 36-0521
宮永病院（内・胃・外） 松元町 22-2015
海老原内科 山田町 64-1211
野口脳神経外科 太郎坊町 47-1800
池之上整形外科（整・リハ・
リウ） 上川東 23-2311

やの耳鼻咽喉科 吉尾町 27-5222
もちなが歯科医院 早水町 51-5400

１/18
㈰

原田医院（内・小・外） 郡元町 26-3330
野辺医院（内・胃） 上 町 22-0153
大橋クリニック（内・消・リハ）庄内町 37-0539
ＭＫクリニック（脳） 早鈴町 51-6777
橘病院（整） 中 町 0570-01-7236
小山田眼科医院 松元町 22-0710
こうだい歯科 菖蒲原町 36-6480

12/29㈪ はやみず、ひまわり都城上町、つかさ（太郎
坊町）、みまたさくら、友愛（鷹尾）

12/30㈫ ハロー牟田町、そうごう都原、
ひまわり（志比田町）、中原町

12/31㈬ 上町おおた、東町マリンバ、アウルズ東町、
みやこ（都北町）、いわよし（千町）

１/１㈭ ウエスト（都原町）、サンライト三股、
上町おおた、日研（上町）

１/２㈮ なないろ（広原町）、都北町、
いざきNT（蔵原町）

１/３㈯ 高城、とまと都城（南鷹尾町）、ふれあい花繰、
そうごうたかお、三股マリンバ

１/４㈰
はなぐり、かじや牟田町、そうごう都原、
都城ドライブスルー（祝吉町）、サン久保原、
ひなた五十市（五十町）、くらはら、サン蔵原

１/11㈰ 姫城、とよみつ、アンジュ（平江町）、
かかりつけ支援センター（祝吉）

１/12㈪
そうごう志和池（上水流町）、プリマリー（牟
田町）、東原（山田町）、つかさ（太郎坊町）、
チェロ（上川東）、ケーアイ都城（吉尾町）

１/18㈰ 白山（郡元町）、あい上町、ふれあい庄内、早鈴マ
リンバ、オレンジ（中町）、セイシェル都城（松元町）

医療情報ネット

●休日当番薬局　※（　）内は町名

※診療機関は変更することがあります
　詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00　※歯科は17：00まで

◎便利な 医療情報ネット
（ナビイ）も利用ください



28広報 都城 令和７年12月号

◉
調
整
施
設
・
問
い
合
わ
せ

◉
そ
の
他　
九
州
大
会
以
上

で
な
い
一
般
大
会
の
施
設
利

用
予
約
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
発
行

　
確
定
申
告
や
住
民
税
申
告
時
の
社
会
保

険
料
控
除
の
た
め
に
使
用
す
る
、
国
民
健

康
保
険
税
納
付
証
明
書
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
納
付
証
明
書
、
介
護
保
険
料
納

付
証
明
書
を
１
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
人
に
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

　
発
送
前
に
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
（
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
）

ま
た
は
窓
口
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
窓
口
の
場
合
は
、
自

身
の
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
別
世
帯
の
人
が
窓
口
で
交
付

を
受
け
る
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

※ 

委
任
状
は
、
①
証
明
書
が
必
要
な
人
の

住
所
・
氏
名
、
②
代
理
申

請
お
よ
び
受
領
す
る
人
の

住
所
・
氏
名
、
③
希
望
す

る
納
付
証
明
書
の
年
が
記

載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
様
式

は
問
い
ま
せ
ん

 

保
険
年
金
課　
☎
23
–
７
１
４
４　
　

 

介
護
保
険
課　
☎
23
–
２
５
９
６　
　

令
和
８
年
度
利
用
分

体
育
施
設
利
用
調
整
会
議

◉
日
時　
２
月
19
日
㈭　
13
時
30
分
〜

◉
場
所　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　
来
年
度
に
全
国
や
九
州
、
県
、

市
の
大
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
団
体

お
知
ら
せ

① 

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
・
武
道

場
・
弓
道
場
）

② 

高
城
運
動
公
園
（
野
球
場
・
総
合
体
育

館
・
屋
内
競
技
場
・
多
目
的
広
場
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
・
弓
道
場
）

都
城
ぼ
ん
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

①
☎
24
–
６
４
５
４　
②
☎
58
–
５
５
１
４

都
城
運
動
公
園
（
陸
上
競
技
場
・
野
球
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

都
城
市
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
☎
23
–
７
５
０
２

① 
山
田
運
動
公
園
（
野
球
場
・
陸
上
競
技

場
・
体
育
館
・
多
目
的
広
場
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
柔
剣
道
場
）

② 

高
崎
総
合
公
園
（
総
合
体
育
館
・
野
球

場
・
多
目
的
広
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
陸

上
競
技
場
）

都
城
ぼ
ん
ち
地
域
振
興

①
☎
64
–
３
４
５
５　
②
☎
62
–
４
４
４
８

母
智
丘
公
園
多
目
的
広
場

関
之
尾
緑
の
村　
☎
36
–
７
５
０
５

姫
城
公
園
運
動
広
場
、志
和
池
市
民
広
場

ス
ポ
ー
ツ
政
策
課

　
☎
23
–
９
５
４
６

利用を規制しています
都城運動公園陸上競技場および周辺エリア

令和８年６月30日㈫まで
立ち入りできません

テニスコートテニスコート

野球場野球場

　陸上競技場の改修および周辺整備に伴い、
整備エリアには立ち入りできません。テニ
スコートはこれまでどおり利用できます。

【整備】国スポ・障スポ大会局総務企画課　☎23－2696
【利用】スポーツ政策課　☎23－9546　　　　　　　　

陸上競技場陸上競技場
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※ 
詳
し
く
は
、
法
務
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
☎
22
–
０
４
９
０

ご
存
じ
で
す
か

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
（
建
退
共
）

　
建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
労

働
者
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度

で
す
。

　
事
業
主
が
、
建
設
現
場
で
働
く
労
働
者

の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
を
充
当

し
、
労
働
者
が
建
設
業
界
を
辞
め
た
と
き

に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
国
が
定
め
た
基
準
に
よ
り
計
算
し
て

退
職
金
が
確
実
に
支
払
わ
れ
る
た
め
、
安

心
・
安
全
な
制
度
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
建
退
共
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
宮
崎
県
支
部

　
☎
０
９
８
５
–
20
–
８
８
６
７

市
歌
Ｃ
Ｄ
の
無
料
配
布

　
市
歌
「
希
望
に
み
ち
て
」
の
Ｃ
Ｄ
を
無

料
配
布
し
て
い
ま
す
。
枚
数
が
多
い
場
合

は
、
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
音
源
や
市
歌
の
楽

譜
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

取
得
で
き
ま
す
。

秘
書
広
報
課　
☎
23
–
３
１
７
４

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
た
め
、

防
疫
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

毎
日
観
察
し
、

飼
育
小
屋
な
ど

を
清
潔
に
保
つ

・ 

飼
育
小
屋
に
は
、

金
網
や
防
鳥
ネ

ッ
ト
を
張
る

・ 

餌
な
ど
は
小
屋

の
中
に
置
き
、
野
鳥
が
近
づ
か
な
い
よ

う
に
す
る

・ 

飼
育
小
屋
に
入
る
と
き
は
、
手
指
を
消

毒
し
専
用
の
履
物
に
履
き
替
え
る

・ 

飼
育
小
屋
か
ら
出
る
と
き
は
、
必
ず
手

指
と
履
物
を
消
毒
す
る

都
城
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎
62
–
５
１
５
１

ご
存
じ
で
す
か

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度　

　
自
身
の
財
産
を
確
実
に
託
し
、
相
続
を

め
ぐ
る
紛
争
を
防
止
す
る
た
め
に
有
効
な

手
段
で
あ
る
遺
言
書
。
確
実
に
相
続
人
に

伝
わ
る
よ
う
、
全
国
の
法
務
局
で
遺
言
書

を
保
管
す
る
本
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い
。

遺
言
書
の
原
本
お
よ
び
そ
の
画
像
デ
ー
タ

を
法
務
局
に
お
い
て
厳
重
に
保
管
し
、
紛

失
・
改
ざ
ん
な
ど
を
防
止
で
き
ま
す
。

　
相
続
人
に
対
し
て
遺
言
書
を
保
管
し
て

い
る
旨
の
通
知
制
度
も
備
え
て
い
る
た
め
、

遺
言
書
が
相
続
人
に
発
見
さ
れ
な
い
と
い

う
事
案
も
防
げ
ま
す
。

都
城
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
ス
マ
イ
ル
商

品
券
（
第
５
弾
）
の
販
売
・
有
効
期

限
は
１
月
31
日
㈯
ま
で
で
す

　
商
品
券
の
買
い
忘
れ
や
使
い
忘
れ
に
注

意
く
だ
さ
い
。

◉
販
売
窓
口　
市
内
27
郵
便
局　
※
１
月

は
、都
城
、イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
内
、

鷹
尾
、
中
郷
、
荘
内
、
西
岳
、
山
之
口
、

高
城
、
山
田
、
高
崎
郵
便
局
の
10
局

◉
年
末
年
始
の
販
売
日
時

【
都
城
郵
便
局
】

　
12
月
31
日
㈬
、
１
月
２
日
㈮
・
３
日
㈯

９
時
〜
12
時
30
分

※ 

１
月
１
日
㈭
・
４
日
㈰
は
営
業
し
て
い

ま
す
が
、
商
品
券
販
売
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん

【
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
内
郵
便
局
】

　
１
月
４
日
㈰　
９
時
〜
17
時

※
12
月
31
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈯
は
休
み

【
そ
の
他
の
取
扱
郵
便
局
】

 
12
月
31
日
㈬
〜
１
月
４
日
㈰
は
休
み

ス
マ
イ
ル
商
品
券
事
務
局

　
☎
23
–
８
０
７
８

広
報
都
城
１
月
号

発
行
日
は
１
月
７
日
㈬
で
す

　
例
年
、
本
紙
１
月

号
は
年
末
年
始
後
の

発
行
と
な
っ
て
い
ま

す
。令
和
８
年
１
月
７

日
㈬
に
発
行
し
ま
す
。

秘
書
広
報
課　
☎
23
–
３
１
７
４

令
和
７
年

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付

　
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
、国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
を
対
象
に
、

控
除
証
明
書
を
11
月
上
旬
に
送
付
し
て
い

ま
す
。
確
定
申
告
の
際
に
使
用
く
だ
さ
い
。

※ 

再
発
行
は
、
都
城
年
金
事
務
所
へ
連
絡

く
だ
さ
い

都
城
年
金
事
務
所　
☎
23
–
２
５
７
１

介
護
の
有
資
格
者
届
出
制
度
を
活
用

く
だ
さ
い

　
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ
人
が

介
護
の
仕
事
を
離
れ
て
も
、
介
護
の
仕
事

で
再
び
活
躍
で
き
る
届
出
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
。

　
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
届
出
・
登
録

す
る
と
、
介
護
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を

受
け
取
っ
た
り
、
研
修
に
よ
る
ス
キ
ル
の

維
持
・
向
上
の
サ
ポ
ー
ト
、
就
業
支
援
を

継
続
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

対
象
の
資
格
や
研
修
、
届

出
先
な
ど
詳
し
く
は
、

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
８
５
–
32
–
９
７
４
０

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
空
気
が
乾
燥
し
、ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延
し

や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
愛あ
い
玩が

ん
鶏け

い
で
も

Miyakonojo
Miyakono

jo
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

※ 

詳
し
く
は
、
法
務
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
☎
22
–
０
４
９
０

ご
存
じ
で
す
か

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
（
建
退
共
）

　
建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
労

働
者
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度

で
す
。

　
事
業
主
が
、
建
設
現
場
で
働
く
労
働
者

の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
を
充
当

し
、
労
働
者
が
建
設
業
界
を
辞
め
た
と
き

に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
国
が
定
め
た
基
準
に
よ
り
計
算
し
て

退
職
金
が
確
実
に
支
払
わ
れ
る
た
め
、
安

心
・
安
全
な
制
度
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
建
退
共
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
宮
崎
県
支
部

　
☎
０
９
８
５
–
20
–
８
８
６
７

市
歌
Ｃ
Ｄ
の
無
料
配
布

　
市
歌
「
希
望
に
み
ち
て
」
の
Ｃ
Ｄ
を
無

料
配
布
し
て
い
ま
す
。
枚
数
が
多
い
場
合

は
、
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
音
源
や
市
歌
の
楽

譜
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

取
得
で
き
ま
す
。

秘
書
広
報
課　
☎
23
–
３
１
７
４

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
た
め
、

防
疫
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

毎
日
観
察
し
、

飼
育
小
屋
な
ど

を
清
潔
に
保
つ

・ 

飼
育
小
屋
に
は
、

金
網
や
防
鳥
ネ

ッ
ト
を
張
る

・ 

餌
な
ど
は
小
屋

の
中
に
置
き
、
野
鳥
が
近
づ
か
な
い
よ

う
に
す
る

・ 

飼
育
小
屋
に
入
る
と
き
は
、
手
指
を
消

毒
し
専
用
の
履
物
に
履
き
替
え
る

・ 

飼
育
小
屋
か
ら
出
る
と
き
は
、
必
ず
手

指
と
履
物
を
消
毒
す
る

都
城
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎
62
–
５
１
５
１

ご
存
じ
で
す
か

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度　

　
自
身
の
財
産
を
確
実
に
託
し
、
相
続
を

め
ぐ
る
紛
争
を
防
止
す
る
た
め
に
有
効
な

手
段
で
あ
る
遺
言
書
。
確
実
に
相
続
人
に

伝
わ
る
よ
う
、
全
国
の
法
務
局
で
遺
言
書

を
保
管
す
る
本
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い
。

遺
言
書
の
原
本
お
よ
び
そ
の
画
像
デ
ー
タ

を
法
務
局
に
お
い
て
厳
重
に
保
管
し
、
紛

失
・
改
ざ
ん
な
ど
を
防
止
で
き
ま
す
。

　
相
続
人
に
対
し
て
遺
言
書
を
保
管
し
て

い
る
旨
の
通
知
制
度
も
備
え
て
い
る
た
め
、

遺
言
書
が
相
続
人
に
発
見
さ
れ
な
い
と
い

う
事
案
も
防
げ
ま
す
。

都
城
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
ス
マ
イ
ル
商

品
券
（
第
５
弾
）
の
販
売
・
有
効
期

限
は
１
月
31
日
㈯
ま
で
で
す

　
商
品
券
の
買
い
忘
れ
や
使
い
忘
れ
に
注

意
く
だ
さ
い
。

◉
販
売
窓
口　
市
内
27
郵
便
局　
※
１
月

は
、都
城
、イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
内
、

鷹
尾
、
中
郷
、
荘
内
、
西
岳
、
山
之
口
、

高
城
、
山
田
、
高
崎
郵
便
局
の
10
局

◉
年
末
年
始
の
販
売
日
時

【
都
城
郵
便
局
】

　
12
月
31
日
㈬
、
１
月
２
日
㈮
・
３
日
㈯

９
時
〜
12
時
30
分

※ 

１
月
１
日
㈭
・
４
日
㈰
は
営
業
し
て
い

ま
す
が
、
商
品
券
販
売
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん

【
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
内
郵
便
局
】

　
１
月
４
日
㈰　
９
時
〜
17
時

※
12
月
31
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈯
は
休
み

【
そ
の
他
の
取
扱
郵
便
局
】

 
12
月
31
日
㈬
〜
１
月
４
日
㈰
は
休
み

ス
マ
イ
ル
商
品
券
事
務
局

　
☎
23
–
８
０
７
８

広
報
都
城
１
月
号

発
行
日
は
１
月
７
日
㈬
で
す

　
例
年
、
本
紙
１
月

号
は
年
末
年
始
後
の

発
行
と
な
っ
て
い
ま

す
。令
和
８
年
１
月
７

日
㈬
に
発
行
し
ま
す
。

秘
書
広
報
課　
☎
23
–
３
１
７
４

令
和
７
年

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付

　
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
、国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
を
対
象
に
、

控
除
証
明
書
を
11
月
上
旬
に
送
付
し
て
い

ま
す
。
確
定
申
告
の
際
に
使
用
く
だ
さ
い
。

※ 

再
発
行
は
、
都
城
年
金
事
務
所
へ
連
絡

く
だ
さ
い

都
城
年
金
事
務
所　
☎
23
–
２
５
７
１

介
護
の
有
資
格
者
届
出
制
度
を
活
用

く
だ
さ
い

　
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ
人
が

介
護
の
仕
事
を
離
れ
て
も
、
介
護
の
仕
事

で
再
び
活
躍
で
き
る
届
出
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
。

　
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
届
出
・
登
録

す
る
と
、
介
護
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を

受
け
取
っ
た
り
、
研
修
に
よ
る
ス
キ
ル
の

維
持
・
向
上
の
サ
ポ
ー
ト
、
就
業
支
援
を

継
続
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

対
象
の
資
格
や
研
修
、
届

出
先
な
ど
詳
し
く
は
、

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
８
５
–
32
–
９
７
４
０

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
空
気
が
乾
燥
し
、ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延
し

や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
愛あ
い
玩が

ん
鶏け

い
で
も
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固
定
資
産
税
の
「
償
却
資
産
」
と
は

　
土
地
や
家
屋
以
外
で
事
業
用
に
使
わ
れ

る
資
産
の
こ
と
で
す
。
事
業
の
た
め
に
使

用
す
る
構
築
物
や
機
械
、
器
具
、
車
両
、

備
品
な
ど
が
償
却
資
産
に
当
た
り
、
課
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
申
告
の
対
象
と
な
る
事
業
主
の
例
】

・ 

病
院
や
建
設
業
、
工
場
な
ど
を
経
営
し

て
い
る

・ 

商
店
や
飲
食
店
、
理
・
美
容
室
な
ど
を

経
営
し
て
い
る

・
農
林
畜
産
業
を
営
ん
で
い
る

・ 

ア
パ
ー
ト
や
貸
家
、
駐
車
場
の
賃
貸
を

行
っ
て
い
る

・ 

市
内
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、

売
電
事
業
を
行
っ
て
い
る

【
申
告
の
対
象
と
な
ら
な
い
資
産
】

　
自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な

る
車
両
や
、
家
屋
と
し
て
課
税
の
対
象
と

な
る
資
産
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

申
告
の
方
法

　
12
月
中
旬
に
市
が
送
付
す
る
申
告
書
に
、

令
和
８
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の

所
有
状
況
を
記
入
し
、
１
月
末
日
ま
で
に

資
産
税
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
生
活

課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
。
申

告
書
は
、
資
産
税
課
窓
口
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
能
で
す
。

【
電
子
申
告
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
】

　
電
子
申
告
を
行
う
場
合
は
、

電
子
証
明
書
な
ど
を
取
得
し
、

ｅエ

Ｌル

–
Ｔタ

ッ
ク
ス

Ａ
Ｘ
で
届
出
を
行

い
、事
前
審
査
が
必
要
で
す
。

【
留
意
事
項
】

　
申
告
に
は
、
提
出
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書

類
が
必
要
。
詳
し
く
は
、
資
産
税
課
窓
口

で
配
布
す
る
「
償
却
資
産
申
告
の
手
引
き
」

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
償
却
資
産
は
１
月
末
ま

で
に
全
て
申
告
く
だ
さ
い

　
事
業
を
廃
業
し
た
な
ど
の
理
由
で
、
償

却
資
産
を
所
有
し
な
く
な
っ
た
場
合
も
、

必
ず
申
告
く
だ
さ
い
。

【
申
告
し
な
か
っ
た
場
合
】

　
正
当
な
理
由
の
な
い
未
申
告
や
、
虚
偽

申
告
な
ど
の
行
為
に
は
、
罰
金
な
ど
の
罰

則
が
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

会
社
や
個
人
で
事
業
を
営
む
事
業
主
は
、
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産

の
所
有
状
況
に
つ
い
て
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課　

☎
23
–
２
１
２
４

　

建
物
を
新
築
や
増
築
、
取
り
壊
し
た
際
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
住
宅
を
省

エ
ネ
や
耐
震
な
ど
の
た
め
改
修
し
た
場
合
、
条
件
を
満
た
す
こ
と
で
固
定
資
産
税
を
減
額

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

 

◎
問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課　

☎
23
–
２
１
２
４

１
月
は
償
却
資
産
の
申
告
月
で
す

建
物
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
の

届
け
出
・
固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

建
物
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
の

届
け
出

◉
対
象
と
な
る
建
物

　
住
宅
や
店
舗
、
事
務
所
、
病
院
、
工
場
、

倉
庫
な
ど
の
建
物
。面
積
に
か
か
わ
ら
ず
、

要
件
を
満
た
す
場
合
は
届
け
出
が
必
要

◉
対
象
と
な
る
行
為

•
建
物
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
と
き

　
工
事
が
終
了
し
た
建
物
は
、
現
地
調

査
を
実
施
。
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
物

で
も
、
未
届
け
の
場
合
は
調
査
が
必
要

•
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き

　
一
部
取
り
壊
し
も
含
め
、
事
前
連
絡

が
必
要
。
取
り
壊
し
の
連
絡
が
な
い
場
合

は
、
そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ
る
場
合
あ
り

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

　
申
告
の
翌
年
度
分
の
み
、
各
基
準
に
該

当
す
る
工
事
種
別
に
応
じ
て
減
額
し
ま
す
。

◉
申
請
方
法

　
改
修
後
３
カ
月
以
内
に
、
申
請
書
に
領

収
書
や
写
真
な
ど
を
添
付
し
て
提
出

※ 

内
容
に
よ
り
添
付
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
着
工
前
に
連
絡
く
だ
さ
い

◉
住
宅
の
要
件

• 

省
エ
ネ
改
修　
平
成
26
年
４
月
１
日
以

前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

• 

耐
震
改
修　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前

に
建
て
ら
れ
た
住
宅

• 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修　
新
築
さ
れ
た
日

か
ら
10
年
以
上
経
過
し
た
住
宅
。
65
歳

以
上
の
人
や
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
、

障
が
い
者
の
居
住
す
る
住
宅
が
対
象

• 

長
期
優
良
住
宅
化
改
修　
省
エ
ネ
改
修

工
事
ま
た
は
耐
震
改
修
工
事
に
よ
っ
て

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
た
住
宅

• 

大
規
模
改
修
マ
ン
シ
ョ
ン　
新
築
さ
れ

た
日
か
ら
20
年
以
上
経
過
し
、
過
去
に

長
寿
命
化
工
事
を
行
っ
て
い
る
10
戸
以

上
の
マ
ン
シ
ョ
ン

◉
そ
の
他　
賃
貸
住
宅
は
、
耐
震
改
修
を

除
き
減
額
の
対
象
外
。
減
額
の

条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
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読者のお便り読者のお便り

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い

※ 応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送、質問などの回答
以外には利用しません

ご協力ありがとうございました。

◉ あなたの年代は？（○をつけてください）

10代・20～30代・40～50代・60～70代・80代以上

◉ 12月号で特に興味を持ったページのタイトル

◉ 12月号を読んでのわたしの一言

◉ 最近の関心事や身の回りのことなど

　公民館加入促進検討委員に島﨑さんを見つけ驚
きました。長年地域で活躍され、頼りになる存在。
自治公民館に一人でも多く加入し、地域が盛り上
がることを願います。 （LINE投稿　ゆーさん）

　内容がバラエティに富み、最後まで見応えが
ありました。特に惹かれたのは友好交流都市・
中国重慶市の紹介。いつかぜひ旅行してみたい
です。 （LINE投稿　しゅんさん）

　島津邸特別展の紹介記事では、怖かったおば
けに守り神としての面もあったと知り驚きまし
た。河童の手足も衝撃でこの目で見たくなりま
した。 （LINE投稿　かなこままさん）

　今月のレシピでは、宮崎牛を春巻きに入れる
発想にびっくり。なかなか勇気が要りますが、
ご褒美の日に作ってみようと思います。
 （LINE投稿　Ｒ.Ｉさん）

◎問い合わせ　
　消費生活センター
　☎ 23-7154

1 0 月号に寄せられた
皆さんからのお便りを紹介
します

　突然知らない業者か
ら電話があり、「カニな
どの海産物の購入をし
つこく迫られた」「断っ
たのに送られてきた」
などの相談が毎年多く
寄せられています。
　知らない電話番号には出ない、または常時留守
番電話にしておくなどの対策をしましょう。
　商品が一方的に送り付けられてきた場合は、代
金を支払う必要はありません。送り主の名称や所
在地をメモしてから、受け取り拒否をしましょ
う。
　電話勧誘販売は、特定商取引法に定める書面を
受け取った日から数えて８日以内であれば、クー
リングオフができます。困ったときは、すぐに消
費生活センターや警察に相談ください。

国際交流員国際交流員のの
ひとりごとひとりごと

日本でも観戦できる！アメフト

セス・ランディス・
スティールさん　
（アメリカ合衆国）

「レッツゴーSUNS！」福岡
SUNSの公式マスコット・サニ
ーくんとセスさん（左）

　アメリカ発祥のスポーツであるアメリカンフットボー
ル（アメフト）ですが、日本でも観戦できることをご存
知ですか。日本には、Ｘリーグというアメフトリーグが
あり、その中でもＸ１SuperとＸ１Areaは上位リーグです。
　10月に、この２つのリーグの中でもより強豪チー
ムがひしめくＸ１Superの試合を佐賀で観戦してきま
した！これまでオンラインでいくつもの日本の試合を
観戦してきましたが、現地観戦は今回が初めて。推し
チームは決まっていなかったのですが、この日は「福
岡SUNS」を応援する気持ちで声援を送りました。残
念ながら試合には負けてしまいましたが、ファンの皆
さんと応援する時間は最高に楽しかったです！またぜ
ひ現地で観戦したいと思います。

◎問い合わせ　国際化推進室　☎ 23-2295
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海産物の電話勧誘トラブルに注意
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　消費生活センター
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ら電話があり、「カニな
どの海産物の購入をし
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番電話にしておくなどの対策をしましょう。
　商品が一方的に送り付けられてきた場合は、代
金を支払う必要はありません。送り主の名称や所
在地をメモしてから、受け取り拒否をしましょ
う。
　電話勧誘販売は、特定商取引法に定める書面を
受け取った日から数えて８日以内であれば、クー
リングオフができます。困ったときは、すぐに消
費生活センターや警察に相談ください。

国際交流員国際交流員のの
ひとりごとひとりごと

日本でも観戦できる！アメフト

セス・ランディス・
スティールさん　
（アメリカ合衆国）

「レッツゴーSUNS！」福岡
SUNSの公式マスコット・サニ
ーくんとセスさん（左）

　アメリカ発祥のスポーツであるアメリカンフットボー
ル（アメフト）ですが、日本でも観戦できることをご存
知ですか。日本には、Ｘリーグというアメフトリーグが
あり、その中でもＸ１SuperとＸ１Areaは上位リーグです。
　10月に、この２つのリーグの中でもより強豪チー
ムがひしめくＸ１Superの試合を佐賀で観戦してきま
した！これまでオンラインでいくつもの日本の試合を
観戦してきましたが、現地観戦は今回が初めて。推し
チームは決まっていなかったのですが、この日は「福
岡SUNS」を応援する気持ちで声援を送りました。残
念ながら試合には負けてしまいましたが、ファンの皆
さんと応援する時間は最高に楽しかったです！またぜ
ひ現地で観戦したいと思います。
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読者プレゼント今月の

プレゼントの応募方法

※ 市公式LINEとお友だちの人は、プレゼントボタンから
応募できます

▶
点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い

読者のお便り

　
大
正
７
年
に
創
業
し
、
１
０
０
年
以
上

に
わ
た
り
地
域
と
と
も
に
歩
み
続
け
て
き

た
宮
崎
第
一
信
用
金
庫
。
都
城
信
用
金
庫
、

南
郷
信
用
金
庫
と
の
合
併
を
経
て
、
よ
り

強
固
な
支
援
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
中
小
企
業
や
住
民
が
会
員
と
な

り
運
営
す
る
、
相
互
扶
助
型
を
特
徴
と
す

る
同
金
庫
。「
地
域
に
支
え
ら
れ
る
金
融

機
関
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
発
展
な
く
し

て
当
金
庫
の
発
展
は
な
い
」
と
話
す
の
は
、

上う
え

之の

弘
文
専
務
理
事
で
す
。
昭
和
53
年
に

旧
都
城
信
用
金
庫
に
入
庫
後
、
本
店
長
や

営
業
推
進
部
長
な
ど
を
歴
任
し
た
上
之
専

務
理
事
は
現
在
、都
城
地
区
本
部
長
と
し

て
、エ
リ
ア
内
９
店
舗
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
同
金
庫
で
は
、
困
っ
た
と
き
の
相
談
役

と
し
て
、
お
客
様
に
寄
り
添
っ
た
課
題
解

決
型
の
営
業
を
徹
底
。
営
業
時
代
、
急
ぎ

の
大
口
融
資
の
相
談
を
受
け
た
上
之
専
務

理
事
は
「
お
客
様
の
熱
意
に
応
え
た
い
一

心
で
、
２
営
業
日
で
承
認
ま
で
こ
ぎ
つ
け

ま
し
た
。
今
で
も
会
う
た
び
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
す
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　
50
年
以
上
続
く
異
業
種
交
流
会
「
信

ち
ゃ
ん
会
」
も
絆
を
大
切
に
す
る
同
金
庫

な
ら
で
は
。
勉
強
会
や
交
流
会
を
通
し
て

業
種
を
超
え
た
信
頼
の
輪
を
広
げ
、
互
い

を
支
え
合
う
つ
な
が
り
を
築
い
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
27
年
か
ら
始
ま
っ
た
同

金
庫
と
北
海
道
の
北
空
知
信
用
金
庫
の
物

産
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
今
年
10
月
に
本

市
と
深
川
市
が
物
産
品
相
互
取
扱
協
定
を

締
結
。
南
と
北
の
信
金
の
絆
が
、
遠
く
離

れ
た
地
域
を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
共
存
共
栄
の
理
念
を
掲
げ
、
お

客
様
の
課
題
解
決
に
伴
走
者
と
し
て
寄
り

添
い
、地
域
の
未
来
を
信
頼
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

力企業の

都城をけん引する企業を紹介

Vol.63

宮崎第一信用金庫
都城営業部

☎ 23-2881

Corporate
Power

専務理事　上之弘文さん

物産品相互取扱に関する協定締結式

◎応募締め切り　12月31日（水）　当日消印有効
◎当選者発表　本紙２月号
◎10月号当選者　ゆーさん　ほか４人
◎10月号応募総数　63通

はがきに住所、氏名、電話番号と、12月号を読んだ
感想などを書いて〒885-8555まで。
応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

　選び抜いた酒を揃
そろ
える同店がキャンパーと共に作っ

た、たき火に映えるキャンプ専用焼酎「ゆらり。」をプレ
ゼント。原料、造り手、デザイン全てを都城産で仕上げ
た、フルーティーで香り高く、優しい味わいの１本です。

あんどう酒店（山田町中霧島3162-1）☎64-2012

キャンプ専用焼酎「ゆらり。」　3人
プレゼント提供事業者

郵便はがきにこの面を貼り付けて、
宛名面に次のとおり記載の上、郵送ください。

宛先
　郵便番号　８８５－８５５５
　都城市役所秘書広報課　行
　※住所の記載は不要

送付者情報

お待ちしています

①氏名、②フリガナ、
③ペンネームまたはイニシャル、
④郵便番号、⑤住所、⑥電話番号
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歴史探訪 !

都城
市立美術館vol.92
Miyakonojo City Museum of Art 

都
城
島
津

◎問い合わせ　文化財課　☎23-9547 ◎問い合わせ　都城島津邸　☎23-2116

「海岸風景」
小牧　正美　作　（制作年不詳）

斧の輝き、蛇の如し
（中

なか

尾
お

山
やま

・馬
まわたり

渡遺跡出土蛇
じゃもんがん

紋岩石斧）

志布志水運の重要性
　本市の物流になくてはならない存在になった都城
志布志道路。江戸時代の都城島津家においても、物
流拠点としての志布志は重要な場所でした。
　本史料は、江戸時代後半頃、鹿児島藩家老などが
藩山奉行に宛てた書状です。凶作が続き財政逼

ひっ

迫
ぱく

に
陥っていた都城島津家が、安久町尾平野山の鹿狩用
地に生えるトドマツやツガ、クスを他国へ売り渡す
目的で伐採許可を求めたため、山奉行が見分すると
いう条件付きで許可したと記されています。
　興味深いのはその搬送方法で、藩は日向国延岡の
清水蔵之丞に指揮を命じ、材木を川下しして志布志
津口（前川河口）まで搬送させました。前川の水源
地ともいえる本市南西部や曽於市南東部の山間部か
ら河川を利用して材木を運び、大阪方面へ回送した
ようです。歴史を経ても変わらない都城と志布志の
物流関係の深さが分かる貴重な古文書です。
※本史料は、12月６日㈯～３月15日㈰に開催する
　収蔵史料展で展示予定

　高城町出身の作者・小牧正美（1910～1995）は、1923
年に当時日本の植民地であった朝鮮半島へ渡り、京城師範
学校を卒業。現地で教員として美術を教えながら、朝鮮美
術展に入選するなど制作活動を続けました。第二次世界大
戦終結後は、約20年過ごした朝鮮半島から引き揚げると、
教育や制作活動からは距離を置き、1959年から都城市内
で文具店を営みました。
　ボートが並ぶ浜辺と穏やかな海を描いた本作。巧みな筆
致で静かな水面と力強い岩場の対比を捉えています。戦後
は制作活動から距離を置いたものの、本作品を生涯身近に
置いていたことは、小牧にとって芸術が人生の支えであり
続けたことを物語っています。

◎問い合わせ　市立美術館　☎ 25-1447

　縄文時代の都城盆地では、人々の暮らしが盛んに
営まれていました。今回は、昭和61年に横市市民
広場を整備した際に行った中尾山・馬渡遺跡の発掘
調査で出土した縄文時代の石斧を紹介します。
　本資料は、約３千年前の
縄文時代の終わり頃に使わ
れたものと考えられてい
て、蛇紋岩と呼ばれる石が
使われています。蛇紋岩は
名前の通り表面に蛇のよう
な緑色に輝くまだら模様が
見られる石で、比較的軟ら
かくて加工しやすいという
特性から、当時は樹木を伐
採し、加工する道具として
利用されていたと考えられています。しかし、蛇紋
岩は利用しやすく美しい反面、産地が県内では五ヶ
瀬町周辺など県北に限られることから、本市を含め
周辺の市町でも出土例は多くありません。縄文時代
の都城にも広域的な流通があったことがうかがえる
貴重な資料です。
　本資料は、都城歴史資料館常設展で展示中。巳年
の締めくくりに、ぜひ来館ください。

卯年1月26日付覚（尾平野鹿倉内材木他国商
売のため志布志津口へ川下しにつき）

中尾山・馬渡遺跡出土蛇紋岩石斧
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|  H i s t o r y  e x p l o r a t i o n  |

歴史探訪 !

都城
市立美術館vol.92
Miyakonojo City Museum of Art 

都
城
島
津

◎問い合わせ　文化財課　☎23-9547 ◎問い合わせ　都城島津邸　☎23-2116

「海岸風景」
小牧　正美　作　（制作年不詳）

斧の輝き、蛇の如し
（中

なか

尾
お

山
やま

・馬
まわたり

渡遺跡出土蛇
じゃもんがん
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周辺の市町でも出土例は多くありません。縄文時代
の都城にも広域的な流通があったことがうかがえる
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観光地や遊び場、イベント、グルメスポットなど、
市内で楽しめる場所・モノ・コトを紹介！

◎問い合わせ
　みやこんじょ PR課　☎23-2615
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 m
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Miyakon
Joy

みやこんじ
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◎問い合わせ
市立図書館 ☎22-0239
高城図書館 ☎58-4224

新 刊 紹 介

おすすめ図書

世界自炊紀行
山口祐加(著)、晶文社（出版）

　「自炊に悩むのは日本人だけ？」自
炊料理研究家が世界12カ国38家庭を
取材。その土地ならではの文化や環境、
調味料、名もなき料理など、さまざま
な料理観をまとめた一冊です。

はじめてのクリスマス
マック・バーネット(文)、
シドニー・スミス(絵）、偕成社(出版）

　せっかくのクリスマスなのに、プレ
ゼントを配ったサンタは、翌日からま
たおもちゃ作り。エルフたちはサンタ
のためにある相談を始めて…。

晩酌

使
い
方

と
お
ち
ゃ
ん
は
　
き
ゅ
も
だ
い
や
め
ね

意
味

お
父
さ
ん
は
　
今
日
も
晩
酌
で
す
か

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23-3174

背景
だれ（疲れ）を止めるという意味で、一日の疲労を焼
酎などのお酒で癒すこと。だいやめとも言う。
※方言は市内でも地域や年齢によって異なります
参考文献　瀬戸山計

け
佐
さ
儀
のり
著「都城さつま方言辞典」

「
興こ
だ
ま玉

神
社
」
が
賑に
ぎ

わ
う
年
に一度
の

大
イ
ベ
ン
ト

　
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
描
か
れ
た
日
本

発
祥
に
ま
つ
わ
る
日
向
神
話
の
舞
台
で
あ

る
本
県
に
は
、多
く
の
伝
説
や
伝
統
文
化
、

史
跡
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、中
郷
地
区
の
興
玉
神
社
で
、

例
年
12
月
に
高
千
穂
町
に
伝
わ
る
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
高
千
穂
神
楽
」

を
奉
納
す
る
「
都
城
興
玉
神
社
夜
神
楽
大

祭
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【市 立 図 書 館】●休 館 日／
●開館時間／

12月29日～１月３日
９：00～21：00

【高 城 図 書 館】●休 館 日／12月２日・９日・16日・21日・23日・
　28日～31日、１月１日～４日・６日・12日・13日
●開館時間／９：30～18：00

興玉神社夜神楽大祭で幸せ上々

だ
れ
や
め

　
今
年
で
11
回
目
を
迎
え
る
同
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
高
千
穂
町
の
秋
元
神
楽
保
存
会
の

神
楽
を
は
じ
め
、
中
郷
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
や
石
井
流
家
元
に
よ
る
津
軽
三
味
線
、

南
州
太
鼓
の
演
奏
、
正
調
安
久
節
保
存
会

に
よ
る
ヤ
ッ
サ
節
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
毎

年
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

当
日
限
定
で
発
行
さ
れ
る
御
朱
印
や
、
和

風
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
の
出
店
が
並
ぶ

御お
み
わ
た

神
渡
り
市
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
彩
る
打
ち

上
げ
花
火
な
ど
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
。

歴
史
あ
る
神
社
で
行
わ
れ
る
一
夜
限
り
の

イ
ベ
ン
ト
に
、足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【都城興玉神社夜神楽大祭】
◉日時　12月13日㈯
　　　　16時～20時
◉場所　興玉神社（安久町2
955）
※ 中郷地区市民センターと旧
JA都城安久支店からの臨
時シャトルバス（無料）を
利用ください
中郷商工会青年部

　☎39－0334
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　人と接するときには、積極的に相手の話を聞く傾
聴の精神を持つことが重要です。相手の意図をくみ
取り、相手が何を望んでいるかを知ることからコ
ミュニケーションが始まります。
　相手が考えの異なった主張をしても、一刀両断に
切り捨てることなく、相手に共感しその考えを理解
することで、新たな視点から物事を見つめ直すこと
ができるようになり、さまざまな改善のヒントを得
ることができます。
　また、相手が意見を述べてくれることに感謝する
ことは、互いの信頼関係を築くことにもつながりま
す。傾聴と共感は、組織としても個人としても、成
長する良いきっかけを生み出します。

都 城 市 現 住 人 口

※令和２年国勢調査に基づく推計人口

スマートフォンか
らも統計情報を
確認できます。

⑭

届けたい都城の風景

地球温暖化を止めるためにさまざまな
元素を研究する科学者になりたい

私の夢
川野　晃

こ う た

汰さん　高崎小６年

傾聴と共感が改善を生む

◎問い合わせ　フィロソフィ推進課　☎23-7163

第２部　素晴らしい都城市とするために

「肉と焼酎のふるさとみやこんじょ花火大会」（高城町石山）

編
集
後
記

　普段は晩酌しない私ですが、焼酎特集の取材を通
して焼酎の世界にすっかり興味津々に。蔵ごとの特
徴や味わいなどの違いを知ると、自分に合う一本を
探したくなりました。皆さんも、ぜひ都城の焼酎で
自分だけのお気に入りを見つけてみてください。（紘）

　焼酎特集の取材では、原料に関わる人たちや蔵元、
酒屋さんなど、一杯の焼酎に携わる人たちの努力や
思いを垣間見ました。都城にとって「焼酎」は大切
な産業であり、誇るべき文化であることを読者の皆
さんに少しでも伝えられていたらうれしいです。（つ）

　10月19日に開催された焼肉カーニバ
ル。フィナーレを飾る花火大会では、日
本有数の花火大会である大曲の花火はさ
ることながら、市内事業者の花火も負け
じと会場を盛り上げていたことが印象深
く、記憶に残りました。会場にいた全員
が一様に空を見上げ、同じ景色を共有す
る時間は、振り返るととても貴重なひと
ときだったように感じられます。
【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ14～24mm・F2.8、
4秒　F11　焦点距離18mm　ISO250
※比較明合成有

令和７年 11月１日現在 前 月 比 前 年 比
世 帯 数 74,196 世帯 53 452
人口総数 159,088 人 74 -431
男 性 74,958 人 63 -138
女 性 84,130 人 11 -293

第１章 一人ひとりが都城市役所
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水道管凍結に要注意
　今年も冬が到来。気温がマイナス４度以下のときや最低気温が０度を
下回る日が続いたときは、水道管の凍結や破裂の危険性が高まります。
今回は、水道管の凍結を未然に防ぐための予防策などを紹介します。
 ◎問い合わせ　上下水道局総務課　☎23-4810

◎ 露出している水道管にタオルなど保温材を巻いた後、
濡れないようにテープでしっかり覆う

◎ 生命に必要な量の飲料水（１人１日３Ｌ）を確保
◎ 断水に備えて、トイレの流し水用に風呂の水を取り置く

応急処置として、
メーターボックスの
中の止水栓を時計回
りに閉める。止水後
は、水道指定給水装
置工事事業者へ修理
を依頼ください。

◎ メーターボックス（量水器）
に発泡スチロールなどの保
温材を入れる

凍結を防ぐための事前の対策 もしも、水道管が破損したら…

水道管凍結防止対策
の実演動画を市ホーム
ページで紹介中


